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   §　プロローグ 
 
    俺、武田たけだ将かつ尚ひさは家族に失望し、元カノの藤倉ふじくら花音かのんに振られて更に失望していた。そして、高校３年にして３つも大きな問題を抱えていた。「クラスの空気が悪い問題」「花音との仲問題」「家族仲問題」だ。このうち１つ目は加賀見かがみ恭子きょうこさんと花音の力を借りて俺が成績学年一位になることで解決した。 
 
    何故、俺の成績が上がるとクラスの空気が良くなるのか説明は難しいけど、そこは恭子さんと花音の力だと思って欲しい。この後、お盆休みまでに「家族仲問題」を解決しないといけないのだが、三人で遊園地に行って遊び、恭子さんと旅行に行き、花音とデートして夏休みを浪費してしまった。 
 
    一応、これではダメだと思っていて残りの夏休みは勉強を頑張っている。恭子さんとの約束で俺は大学進学を考え始めていた。 
 
    

  

 
  
   §　お盆休みとケーキ 
 
    　俺は夏休み中、割と勉強を頑張っている。模試を受けたけれど、割と手ごたえもあったので、やればできると思い始めているのだ。当然そこには、花音や恭子さんの協力があるのだけど、こんなに前向きに物事に取り組むことはこれまでなかったので、ちょっと気分がいいのもある。模試の結果でＣ判定が出れば、２学期中間の花音との勝負もなんとかしてもらえるみたいだし、俺自身も問題解決のために動けているのがよかった。 
 
    　ただ、少し物足りなさを感じ始めていたのは「仕掛しかかり」が多いこと。「仕掛り」とは、完了していないミッションのこと。模試は受けた。でも、結果はまだ出ていない。俺のＣ判定を出すというミッションは結果がまだ出ていないのだ。 
 
    [image: 帽子をかぶっている女性  中程度の精度で自動的に生成された説明]

  

 
  
    
 
    もう一つが「家族仲問題」だ。恭子さんに言われるがまま旅行のおみやげを家に持って行ったことはあるのだけど、その後は何も行動していない。こちらも進んでいるようには思えないのだ。まあ、俺にはできる事しかできないので、日々勉強を頑張っているのだけれど…… 
 
    　今日も今日とて、恭子さん（今カノ）の家に花音（元カノ）がやってきている。そこで一緒に勉強……この異常な光景もやや日常になりつつあるから人間の慣れとは恐ろしいものだ。 
 
    「将尚、ちょっとお願いがあるの」 
 
    　今日も恭子さんが作ってくれた昼食を食べた後の時間くらいの話、勉強の合間に花音が言った。花音がお願いなんて珍しい。どうせ俺は花音のお願いを断れないのだから、無言で了承の表情で伝えた。 
 
    「例の堀の公園のケーキ屋さんに注文していたのだけど、今から行って取って来てくれないかしら」 
 
    「どういうこと？」 
 
    「新作のケーキが出たらしくて予約したのよ。取りに行きたいのだけど、私は恭子とお茶の準備があるから」 
 
    　お盆休みも終わろうというのに、あのケーキ屋さんが営業しているのも驚いたが、花音が恭子さんとお茶の準備というのが違和感しかない。 
 
    　つまりは、俺に席をはずせという指示なのだろう。そのためにわざわざケーキを予約したというのか。分かった、と伝え俺は家を出た。この場合、急がない方がいいのだろうな、と思い３時のおやつの時間に間に合う程度にゆっくり行くことにした。 
 
    　＊ 
 
    　公園内は小さな遊び場やらバスケットコートやらマラソンコースやら色々ある。俺はスポーツに汗を流すタイプではないので、今まで興味を持ったことがなかったけれど、今日のバスケットコートは見逃せなかった。健郎＆明日香が二人でバスケットをしているのだ。 
 
    「よう！」 
 
    「お！　将尚！」 
 
    「将尚くん！」 
 
    　夏休みに偶然クラスメイトに会うとかそんなこともあるのか。スポーツウェア姿の健郎＆明日香、バスケットボールも持っていることから身体を動かしに来たのだろう。 
 
    　健郎は少しダボダボのウエアがカッコイイ。明日香はピタピタのウエアなんだが、いいのかこれ。すげえエロいんだけど。俺に気付くと二人はバスケをやめて集まってきた。タオルを持っているので最初から割とハードに動くことを想定していたのかもしれない。 
 
    「あれ？　この近所だっけ？」 
 
    「まあ、ちょっとね」 
 
    　二人は俺の家が大体どのあたりかくらいは話したことがある。駅でいくつか離れているここにいるのが変に思ったのだろう。 
 
    「いま何中なにちゅう？」 
 
    「んー、おつかい中？　でも、急がない方がいいおつかいだから」 
 
    「なんだ、そりゃ」 
 
    　健郎には不可解だったろうなぁ。俺にとっても不可解なのだから。今カノと元カノが話し合うってなんだよ。どっちか刺されたりしないよな。そう考えると、俺は急いで帰った方がいいような気もしてきた。 
 
    　健郎は身体を動かし足りないみたいで、ドリブルを続けている。俺がバスケットコート脇のベンチの端に座ったので、明日香はその反対側の端に座った。別に避けられているわけではなく、ベンチは３～４人用なので真ん中は健郎のために譲った形だろう。 
 
    「いつかお礼が言いたかったんだ」 
 
    「どうした？」 
 
    　健郎はドリブルを続けながら答えた。明日香はちょっとだけ首を傾げた。俺はクラスの空気が悪い時に、彼ら二人にすごく助けられた。彼らがいなければ、俺はとっくに登校拒否児童になっていただろう。最近では、不登校というんだっけ。彼らはいつかのことに恩を感じてくれているだけとはいえ、俺には十分な助けだった。 
 
    「クリフハンガーは関係ないよ」 
 
    「ハンガーノック！　恥ずかしいから、もう言わないで！」 
 
    　健郎は「ハンガーノック」を「クリフハンガー」と毎回言う。もはや、彼の持ちネタになっている。明日香を揶揄っているのだろう。面白いコンビだ。 
 
    　二人ともスポーツが好きというか、身体を動かすのが好きみたいだ。普段それだけ動いていると、変なことも考えずに気持ちがいい人間になれるのだろうか。自分があまりスポーツは得意ではないので、彼らとの違いを考えてしまう。 
 
    「でも、ありがとう。助かった。いつか言いたかったんだ」 
 
    「気にすんなって」 
 
    　健郎がベンチ横にドカリと座り、俺の肩をバシバシ叩きながら言った。もしかしたら、テレているのか？　それなら、もう少しソフトなテレを頼む。 
 
    　そう言えば、「クリフハンガー」とは、鬼気迫る状況のことだったか。登山家がロープから落ちそうな場面が有名な映画は鬼気迫る場面だから、ぴったりのタイトルだったのだろう。それと同時に、いま家の中がクリフハンガーの可能性がある。彼らとの交流の時間はとても貴重だが、もう教室の中で話しても大丈夫なのだ。新学期が始まったらまたゆっくり話そう。今は、家の方が気になる。二人との会話を切り上げ、ケーキ屋に向かうことにした。俺の背中には、再び二人がバスケットを始めた音が届き始めたのだった。 
 
      
 
    　加賀見恭子Side 
 
    「紅茶を持ってきたわ。美味しい淹れ方を教えて」 
 
    　花音ちゃんが持ってきたのは、ティーバッグだったけれど、かなり高級店のものを持って来ていた。本格的な茶葉を持ってこられたら、淹れる道具がないところだった。いつかのバウムクーヘンといい、結構いい値段だったはず。高校生がどうしてこんなお金を⁉　家が裕福とか？　それとも、イケナイアルバイトを⁉　 
 
    　そういえば、花音ちゃんを家の近くまでは送って行った事があるけれど、家は見たことがないわ。ワンチャン家出娘の可能性が…… 
 
    「お金の事は気にしなくていいわ。ちょっとした収入源があるから」 
 
    　やはり！　イケナイバイトかしら⁉ 
 
    「どうしてこう……あなた達は表情に出るのかしら。株と仮想通貨よ。遊びで始めたら調子がいいのよ」 
 
    　聞いてもいないのに花音ちゃんが私の疑問に答えた。カツくんの表情は読めることがあるけれど、私も⁉　私もなの⁉ 
 
    「それより、恭子の方はどうなの？　お金がなくなってしまうんじゃないの？　無職なんでしょ？」 
 
    「大丈夫よ。失業保険もあるし」 
 
    「ブラック企業に勤めていただけで失業保険が簡単におりるのかしら？」 
 
    　この子は本当に色々察しがいい。本当に高校生だろうか。時々、本気で疑ってしまう。時間遡行で未来から来た的な？ 
 
    「将尚や家族の事を考えたら、このお盆休み位がちょうどよかったんじゃないの？」 
 
    「家族仲問題」についてだ。色々すっ飛ばして、もっとも聞きたいことを聞いてきた。そして、いま私がもっとも答えにくい質問。 
 
    「いい方法があるのよ」 
 
    私は持ってきてくれたティーバッグの包装を開けながら答えた。 
 
    「考えあってなのね？」 
 
    キッチンで電気ケトルに水を入れる私のすぐ横で花音ちゃんが聞いた。その目はこちらを真っ直ぐ向いている。 
 
    「もちのろんよ♪　カツくんの問題を必ず解決させてみせるわ！」 
 
    花音ちゃんは、それを聞いて部屋の方に行ってしまった。 
 
    「じゃあ、任せるわ。私では力不足だもの」 
 
    キッチンからは彼女の背中しか見えない。その表情は読み取れない。 
 
    「万能な花音ちゃんなのにね」 
 
    「私は有能ではあるけど、万能ではないわ」 
 
    声が意外に近くで聞こえた。少し驚いて花音ちゃんがいた方向を見た。 
 
    「じゃあ、帰るわ」 
 
    再びキッチンまで来ていた彼女は、持ってきた鞄を肩にかけていた。 
 
    「ケーキは？　もうすぐカツくん帰ってくるわよ？」 
 
    「ケーキは２個しか頼んでないのを失念していたわ。恭子達で食べて」 
 
    なによ。最初から一緒にお茶なんかする気ないじゃない。どういうつもりか分からないまま、彼女は帰ってしまった。 
 
    

  

 
  
   §　同級生とエンカウント 
 
    『１７時』 
 
      
 
    　ピコン、という音と共に花音からメッセージが届いた。短くないか⁉　おじさんになる程メッセージは長い、と何かで読んだことがあるけれど、これだと花音は４歳くらいだろ。 
 
    　第一、いろんな情報を俺に任せすぎ。まず、８月２１日の約束のことだろう。模試の時に花音に言われた日程だ。花音との約束はそれしかない。「約束、忘れてないわよね？」ってメッセージは行間を読めという事だろう。３文字しかない文章のどこが「行間」なのかと一度聞いてみたい。 
 
    　ここまでは既に俺に与えられていた情報。新たに「１７時」と時間の指定が来た。たしか、花音が欲しい「限定品」は夕方から夜にかけて販売されるという話だったな。待ち合わせは、１７時という事だ。 
 
    　ピコン、ともう１つのメッセージ。 
 
    今度は位置情報が送られてきた。場所はうちの最寄りの駅。ここから歩いて１５分程度。花音の方が俺を迎えに来てくれる感じ？　ここまでを３文字と位置情報だけで伝えてきた。俺のことを信頼しすぎじゃね⁉　……信頼してくれていると思っていいのか？　出かけるし、何時に帰れるのか分からないので、恭子さんにも事前に一言言っておくのがマナーだろう。それにしても１７時って微妙な時間。夕飯はどうするのだろうか。 
 
    　その時間ならば何か食べるのかな？　並んだりするのかもしれないので、その間にコンビニおにぎりなどを食べるのかもしれない。夕飯は無ければないで、俺だけコンビニで弁当を買ってくればいい。恭子さんには夕飯は要らない旨伝えた。まだ数日後の話。俺はあんまり気にしてなかった。 
 
    　この日、恭子さんはテーブルの上にラップを敷いて、餃子を次々作っていた。さすがに餃子の皮は買って来たみたいだけど、具はお手製だ。スプーンを使って１個分の具を掬ったら、皮に包んでいく。 
 
    「２１日って何曜日だっけ？」 
 
    　恭子さんが視線は餃子のまま聞いてきた。俺も分からなかったので、スマホのカレンダーで見た。 
 
    「日曜だね」 
 
    「あっ、あー……そういうこと」 
 
    「え？　なに？」 
 
    「んーん。何でもない」 
 
    　すごく気になるんだけど。 
 
    「ところで、加賀見かがみ家けでは餃子は手作り？　うちは出来合いのを買って来て焼くだけだった」 
 
    「うちも実家は出来合いだったわよ？　でも、カツくんが毎日、ごはんがおいしい、おいしいって言ってくれるから、なんか美味しいものを作ってあげようと思って……」 
 
    　感動！　俺のカノジョは最高！　なんか愛情が内側から、ぐわっって湧き出てきた。どこに出しても恥ずかしくないカノジョだ。俺は間違いなく心の底からそう思ったけれど、後日、それが試される事象が起きることになる。 
 
    　ちなみに、その日の餃子はめちゃくちゃうまかった。ニンニクがたっぷり効いていて、その日の夜にキスした時は二人で大爆笑だった。 
 
      
 
    　＊＊＊　８月２１日 
 
    　　約束通り１７時に間に合うように駅に向かう。なんかやたら人が多い。ただ、俺の進行方向と逆だから別に気にならない。駅に着いたのだけれど、今日に限ってやたら人が多い。駅前は人でごった返していた。中には浴衣を着ている女の子もいる。まあ、夏だから…… 
 
    この混雑した人ごみの中から、花音を探すのは一苦労だ。花音は……いや、簡単に見つかった。花音が立っている周囲だけ人が離れていた。何があった？　それよりも気になるのは……俺は駆け足で花音に駆け寄った。 
 
    「おす！　待たせた？」 
 
    「ん」 
 
    　花音は浴衣を着ていた。水色の浴衣で、白い花の柄がら。ピンクと白と黄色が入った帯。髪は編み込まれていて、首の後ろ辺りでまとめられていた。浴衣の淡い色使いが、花音を一層神秘的に見せて、彼女の魅力を高める浴衣だった。浴衣に合うように今日はバッグではなく、巾着きんちゃくを持っている。もう片方の手にはうちわが添えられていた。完璧だ。こいつは本当に可愛い。たしかに、いつも可愛いけど、どうしてこう何でも似合うのか。 
 
    「将尚、ここで感想を言うところだけど」 
 
    「ちょっと言葉を失うレベルだな。妖精かと思ったぜ。透明感が半端ない。その浴衣は反則だ。花音のための浴衣だな」 
 
    　花音がうちわで顔を隠してしまった。また、俺の言葉はお気に召さなかったみたいだ。本心だからしょうがないんだけどなぁ。しかも、俺はまだ言い足りない。この感動は何とか伝えたいんだけど！ 
 
    「ちょっと、その髪とか見せてくれよ。なんかめちゃくちゃ目を引くよな。花音は編み込んでも似合うんだな」 
 
    　ああ、花音がいよいよ向こうを向いてしまった。カコカコと下駄の音がして方向を変えてしまう。言えば言う程、花音が離れていく。足元を見ると、薄いピンクのペディキュアがしてある。なんかドキドキするもんだな。 
 
    「花音、ちょっと爪先みせてみ。ピンクのペディキュアが可愛……（ボスッ）」 
 
    　ふと顔を上げると花音がうちわで俺の頭を叩いていた。 
 
    「ちょっと手加減なさい」 
 
    　花音が泣く様な、笑う様な顔で真っ赤になっていた。瞳なんかめちゃくちゃ潤んでいて、顔の半分くらいはうちわで隠れているのだけど、めちゃくちゃ可愛い顔！ 
 
    「ちょ！　花音、顔見せて」 
 
    「嫌よ」 
 
    　プイと向こうを向いてしまった。いや、そうじゃなくて、表情が可愛いんだって！　それを見たいだけなんだ。 
 
    「いや、ちょっと見るだけだから」 
 
    「嫌だって言ってるでしょ」 
 
    　花音が意地悪して向こうを向いてしまった。花音のあんな表情はめったに見れるもんじゃない。是非に見たかったのに…… 
 
    「花音はなんで今日は、そんな可愛い格好？」 
 
    「かわっ……ここまで来て気付かなかったの？」 
 
    　そう言えば、ここまで来るのに人が多かった。駅前は人ごみ。そして、浴衣の女の子がそこら辺に多い。 
 
    「あ、花火大会⁉」 
 
    「はぁ、……今気づいたの？」 
 
    　花音が本気で呆れている。そんなことを言われても、花火大会とか子供の時しか行った事がないので自分の周囲のイベントとして認識してなかった。 
 
    　しかも、場所は何度か行った堀の公園だ。ここでは毎年花火大会をやっているのだけど、俺は人混みが苦手なので全然行った事がなかったのだ。そこまで分かって、もう一つ理解した事がある。花音の周囲に人がいなかった理由。駅では待ち合わせの人が多かった。女の子たちは着飾っていて、可愛く見える。そんな中、花音の隣にいたら絶対見劣りするので、近くにいることを避けたのだろう。 
 
    　結果、待ち合わせの人でごった返している駅前で、花音の周囲だけ人がいなくなる、と。普通の可愛さならば、こんな事にはならないのだけど、花音の場合、もはや危険物としての様相を呈していた。 
 
    「それで、花音。お前が欲しい物って……」 
 
    　花音が、ふっと笑ったと思ったら、「こっちよ」と俺の袖を引っ張って方向を知らせた。なんか人ごみの多い方に向かっている気がしてちょっと嫌だけど、花音の欲しい物があるんだ。我慢して限定品をゲットしに行くことにした。 
 
    [image: ケーキ, 人, 誕生日, 装飾 が含まれている画像  自動的に生成された説明] 
 
    　＊ 
 
    　おかしい。花音とこいつが欲しいという限定品を買うために歩いてきたのに、堀の公園に着いてしまった。ここでは今日、花火大会があるのだ。とにかく人が多い状態。 
 
    「将尚、ちょっと腕を出して」 
 
    　花音が肘を向ける仕草をした。俺もそれに倣って肘を出した。すると、花音がするりと腕を滑らせて組んできた。俺は驚いて彼女の顔を見た。 
 
    「ここからはもっと人が多くなるから」 
 
    　花音のはにかんだような表情が心に突き刺さる。 
 
    　は、反則だろ…… 
 
    　ちょっと待てよ。もしかして、花音は最初から花火大会に来たいと思って⁉　じゃあ、限定品の話は嘘⁉ 
 
    「花音、欲しい物って？」 
 
    「ふふ、まだ気づいてないなんてね。将尚は目の前のもの１つしか見えないのね」 
 
    　なんか、失礼なことを言われた気がする。ちょっと納得いかない気はしつつも、花音を連れて人ごみの中を進んでいく。花音の下駄のカコカコという音が心地いい。顔は相変わらず無表情なのだけど、下駄の音が花音の心の様子を表しているみたいだった。 
 
    「あ、１個目はあれよ！」 
 
    　花火大会の会場となっている堀の公園内には、たくさんの夜店が出ていた。そのうちの一つを花音が指さした。 
 
    「りんご飴？」 
 
    「ん。一度食べてみたかったの」 
 
    　ここまで来て俺はやっと気づいた。俺はなんてダメなんだ。花音は今日、花火大会デートをしたかっただけだ。花音が「お礼が欲しい」なんて言うから、すっかり何か品物をプレゼントする事だと思い込んでいた。 
 
    　そもそも、うちの最寄り駅って……会場が堀の公園だし、花火大会の存在は知っていたのだから、開催日を知っていたらピンと来たはずだ。俺は、何も考えずのこのこやって来た訳だ。 
 
    　要するに、元カノがデートしようと言っているのに、俺は何も考えず時間に遅れない様にとか、考えて来た……俺って相当鈍くない⁉ 
 
    「ふふ、ようやく気付いたみたいで嬉しいわ。引き続きエスコートしてくれるんでしょ？」 
 
    　もう、完全に俺の負けだ。はいはい、お嬢様の仰せの通りに。俺は心の中で白旗を上げた。 
 
    　＊ 
 
    　花音が浴衣姿でりんご飴を持っている。うちわは邪魔になるので俺が預かった。水色の浴衣に赤いりんご飴。なんかコントラストも良くて絵になるな。まさかここまで考えて、浴衣の色を選んだりはしてないよな……公園内は予想していた以上に人が多い。花火が始まるのが確か１８時から。それまでは人があちこち動き回る。花音は俺と腕を組んでいるが、確かに一度はぐれたらもう出会える気はしない。俺と花音は腕を組んだまま公園内を移動する。 
 
    　公園中に出された夜店を次々見ていく。そのうち、腕がグイっと引っ張られた。 
 
    「次は、あれ」 
 
    　そう言った視線の先は、お面屋。お面？　花音の方を見たらコクリと頷いた。間違ってないらしい。未だにお面屋さんってあるんだなぁ。昔に比べて売れなくなっているような気はするのだけど。花音は真剣な顔でお面を選んでいた。そのうち１つを選んだ。 
 
    「これ」 
 
    　何かのキャラクターみたいだ。 
 
    「はい、いらっしゃい！　お姉さんいいの選ぶね！」 
 
    　的屋てきやのおじさんが元気よく言った。俺はお金を渡して花音が選んだお面を買った。花音は、頭の側面にお面をひっかけて、お面を付けた。お面にりんご飴に浴衣……いかにもお祭りを楽しんでいる美少女、実に絵になる。SNSにアップしたらバズルこと確実だろう。 
 
    「将尚、ありがと」 
 
    　はにかんだ笑顔でお礼を言われた。日ごろクールビューティ・モードの花音からしたら、この表情はとてもレアだ。そして、悪魔的に可愛い。 
 
    　こういう花火大会はとにかく人が多い。そして休むところがない。俺達は歩きながら花火の開始を待った。パーッと空が一瞬光ったと思ったら、遅れて音がドーンと腹の底に響く。 
 
    音とともに腕を掴んでいる花音がビクッとするのが伝わってきた。花火って近くで見たらこんなに音が大きいものだっただろうか。俺には子供の頃の記憶しかないので新鮮だった。花火は２発目、３発目とオープンに相応ふさわしく連発して上がる。花音はその度にビクッとする。大きな音が苦手らしい。普段を知っていたら、想像できない可愛さだ。つい顔がニヤけてしまう。 
 
    「後で覚えてなさい……」 
 
    　なんか、横で恐ろしい言葉が聞こえて来た。花音さんのご機嫌を損ねてはいけない。俺にとっては文字通り死活問題なのだから。 
 
    　相変わらず、定位置にいることができず、牛歩で公園内を歩く俺たち。そんな人はたくさんいて、公園内で場所取りしていたので定位置で花火を楽しめる「意識高い系」と、牛歩を続けながら花火を楽しむ「流しの花火スト」に二分されていた。 
 
    　「流しの花火スト」って何？　歩いていると、逆の回転の流れに見知った顔を見つけた。健郎＆明日香だよ！　委員長もいる！　ホント仲いいな、こいつら。 
 
    「よ！　将尚！　あっ！　お前！」 
 
    　健郎が俺と花音を指さしている。言いたいことは理解した。だが、そうじゃない。俺たちは付き合っている訳じゃない。弁解したいけれど、向こうの流れとこっちの流れは逆方向。立ち止まるスペースもなく、俺たちはすれ違っていった。 
 
    　健郎＆明日香＋委員長が振り返りながら離れて行き、目で「２学期には説明しろよ」と言っていたのが印象的だ。俺は問い詰められてぐずぐずと説明をする未来が思い浮かんだ。 
 
    「世間の荒波が俺と健郎を引き裂いた瞬間だったな」 
 
    「それは違うと思うわよ」 
 
    　花音はツッコみも優秀だった……。 
 
    「そろそろ帰ろうかしら」 
 
    　花火が始まって２０分もした頃、花音が言った。音が苦手みたいで、長時間はダメだろうと思っていた。 
 
    「駅まで送っていくよ」 
 
    　花音は無言で、瞬まばたきだけで肯定した。長い睫毛が印象的で１度の瞬きだけで、俺には伝わった。まだ花火は始まったばかりで、人の流れは公園に流れ込み続けていた。流れに逆らう俺達はとても歩きにくい。そこで１本道を入った裏通りを進んだ。 
 
    「彼らの事、悪かったわね。予想外だったわ」 
 
    　健郎達とのエンカウントのことを言っているのだろう。まあ、色々ぐずぐず言えばいいだけだ。 
 
    「それより足、大丈夫か？」 
 
    　花音は慣れない下駄で鼻緒の所が赤くなっていた。 
 
    「早めに切り上げたから大丈夫よ」 
 
    　そのあたり込みで計算されていたのだろうか。駅まで送って花音と分かれた。意図せず花音とまたデートしてしまい、恭子さんに責められそうなので、正直に言うか、黙っておくか考えながらマンションに戻った。きっと二股男はこんな発想に違いない。今まさに現在進行形でダメなヤツだな、俺。 
 
    「お姉さん参上！」 
 
    「恭子さん……」 
 
    　マンションに近づくと、道に恭子さんが仁王立ちで立っていた。 
 
    

  

 
  
   §　お姉さんとカノジョ 
 
    　元カノ花音に騙されて（？）ちゃっかり花火デートをしてきた俺が、同棲している今カノ恭子さんのマンションに帰ってきたら、前の道で恭子さんが仁王立ちして立っていた。さぞ怒っているだろうと思った。騙して花音とデートしてきた形になってしまっている。俺が逆の立場だったら絶対に嫌だ。 
 
    「おやぁ？　美少女と花火デートしてきた人の表情じゃないわね」 
 
    　ああ、全部バレてる。なんで俺は隠しておけると思った⁉　俺はもうダメだと観念していた。 
 
    「前にも言ったけど、花音ちゃんとの事も高校生活の思い出の一つだからね。完全に拒絶してしまったら、カツくんに何も残らないでしょ？」 
 
    　なんか分からないけど、許してくれるってこと？　どちらにしても、俺には罪悪感がある。 
 
    「あ、でも、花音ちゃんとだけデートしてきて悔しいから、これからお姉さんとも花火デートに行ってもらうわよ！」 
 
    　そう言われれば、恭子さんは大人カッコイイ・コーデだ。胸元にひらひらがついて肩がバックリ出ているピンクのシャツにタイトなデニムのジーンズ。 
 
    　花音が浴衣で「理想のカノジョ・コーデ」なら、恭子さんは可愛い・カッコイイ「憧れのお姉さん・コーデ」といったところか。 
 
    　１日に２度、別の人と花火に行く経験があなたにはあるだろうか。……俺にはあります。精神的には辛つらい。ただ、たったそれだけで許してもらえるなら俺は喜んで何度でも花火を見に行くよ。 
 
    「カツくんはすぐ騙されるね。しょうがないなぁ」 
 
    　恭子さんが眉をハの字にして言った。面目ない。ホント面目ない。彼女の包容力に救われた形だ。俺は花音に勝てないとしても、こう何度も気付いたらデートしてるのはちょっとダメすぎる。ひょっとして、俺、鈍いのでは⁉ 
 
    「はい、気を取り直して！」 
 
    　恭子さんがポンと肩を叩いて腕を組んできた。確かに、このまま落ち込んでいても恭子さんは喜ばない。楽しいデートになるように心がけようと思うのだった。 
 
    　＊ 
 
    　今度は恭子さんと堀の公園に来た。益々人は増えた感じだろうか。花火も上がり続けている。人ごみの中に自ら入って行くのは俺的には蛮行なのだが、中に入らないことには花火デートにならない。夜店込みで花火デートなのだ。 
 
    「花音ちゃんには何を買ってあげたの？」 
 
    　公園内を歩きながら恭子さんが聞いた。 
 
    「りんご飴とお面」 
 
    「まったく、あの子……可愛いわねぇ！　お姉さんもあんなんならカノジョに欲しいわよ！」 
 
    　それはどうなのか。俺からは何ともコメントがし辛づらい。まあ、俺の場合は恭子さんがカノジョでいてくれたら満足だ。花火大会の会場となっている堀の公園内に入っても、また俺達は定位置がなく牛歩で公園内を歩き続ける「流しの花火スト」だった。止まれるのは店の前くらい。 
 
    「お姉さんも欲しいものを言っていいのかしらん？」 
 
    「ははー、恭子お姉さま。どんなものでも献上いたします！」 
 
    「もう、調子のいいこと言って～。じゃあねぇ、生ビールと唐揚げお願いしようかな！」 
 
    「りょっ」 
 
    　恭子さんに責められている訳じゃないけど、俺の罪悪感を少しでも何とかするためには、それくらいのご馳走はしたかった、むしろ、お願いしたかった。遠慮せず言ってくれたのは、多分彼女の優しさだ。 
 
    夜店の前を一緒に歩いていると、生ビールを出している店があった。俺が注文しても、横にお姉さんがいるからだろう、店員が一瞬横の恭子さんを見てから「あいー！　６００円ー！」と言って、商品を準備してくれる。お金を出して生ビールを受け取った。商売とはよく出来ているもので、生ビールの店の隣が唐揚げ店、その隣は焼き鳥店となっていた。 
 
    　当然、唐揚げも買ったけれど、そんなに沢山持てないので、俺が「唐揚げ持ち係」を拝命して、恭子さんが「んっ」と言って口を開けたら、爪楊枝に刺した一口大の唐揚げを彼女の口に入れるという大役を仰せつかった。 
 
    「へへへ～、これ最高！　持たずに唐揚げが食べられる♪」 
 
    　恭子さんよ、それでいいのか。チョロい、チョロすぎる。絶対悪い男に騙されるからそれ。まあ、二股みたいになっている俺は確実に「悪い男」だろうなぁ。 
 
    　あと、この係かなり幸せ。恭子さんがあーんとしてくるので、唐揚げを口に放り込む係。口に入れてあげるのってなんかエロい。考えすぎかもしれないけれど、これはなんかグッと来る。 
 
    　それにしても、花音はりんご飴にお面。恭子さんは、ビールと唐揚げ。それぞれ特徴を捉えているものじゃないだろうか。「らしい」感じというか。別に狙ってないんだろうけど、本当に面白い。この二人、時としてよく似ていて、時として真逆。俺は思わず苦笑いが出ていた。 
 
    　そして、ここでまた事件が起きた。俺たちが移動し続ける人混みに混ざって歩いていると、隅の方に定位置を見つけた健郎＆明日香+委員長と出くわしてしまったのだ。 
 
    　三人は「あっ！」って顔をしている。そりゃあそうだろう。ついさっき、クラスの人気者の花音と腕を組んで歩いてたヤツが、今度はエロ巨乳お姉さんと腕を組んで歩いているのだ。しかも、そのお姉さんは嬉しそうに生ビール片手に唐揚げを食べている。 
 
    「将尚！　お前……」 
 
    　健郎が信じられないものを見た目で俺を見た。 
 
    「ん？　お友達？」 
 
    　恭子さんが口に手を当てて聞いた。口に手を当てたのは食べていたからだろうなぁ。こういうところがとても女性らしくて、俺は好きだ。 
 
    　さて、健郎に対しては、どう答えるのが正解なのか、フリーズ状態だった。同級生達は見てはいけないものを見たと、あわあわしていた。 
 
    「私は、カツくんの姉で恭子です。花音ちゃんならさっきそっちで会ったよ？」 
 
    　恭子さんが機転を利かせて嘘をついてくれた。 
 
    「あ、あぁ、そうなんですか……お姉さん……俺はてっきり…」 
 
    　健郎は飲み込めないでいるようだ。 
 
    「将尚くん、お姉さんいたんだ。へ、へぇ……」 
 
    　明日香も同様だ。委員長は鋭い目で俺を見ていた。彼女は俺と花音を何とかくっつけようとしてたからな。「彼女の正義」からいけば、俺は二股男だろう。とんだ裏切り行為なのだ。 
 
    　ただ、この辺り、結果的に事実と言っていい状態になっているので、弁解の余地はない。健郎達のことは、力技の恭子さんの嘘で押し切れそう。あと一歩というところ。 
 
    　ただ、それでいいのか⁉　俺の世界はそんなのでいいのか⁉　信じてくれた友だちにまで嘘をついて保身に走って……大好きな恭子さんにまで嘘をつかせてしまって…… 
 
      
 
    「違う！」 
 
      
 
    「え⁉」 
 
    「ん？」 
 
    「！」 
 
      
 
    　健郎＆明日香+委員長が驚いた。俺が急に大きな声を出したからだ。 
 
      
 
    「嘘だ！　恭子さんは俺のカノジョだ！」 
 
      
 
    　恭子さんの肩を抱き寄せながら三人に宣言した。 
 
    「おっ、そ、そうか。」 
 
    　何か勢いで押し切った。つい数秒前と真逆のことを言っているのだから、虚を突かれたというのもあるだろう。どちらにしても２学期になったら質問攻めにあいそうだ。委員長からは再び責め続けられそうだけど、嘘を吐くのは気持ちがよくない。今の道を選んで後悔はない。健郎たちに照れ臭い宣言をした後、彼らとは別れ、恭子さんと再び公園内を進んだ。花火はすっかり俺の意識からは抜けていた。 
 
    「よかったの？」 
 
    　歩きながら恭子さんが聞いた。もちろんだとも。俺と恭子さんは何ひとつ恥じる必要のない、カレシ・カノジョなのだから。自信たっぷりにすがすがしい顔をしていると、恭子さんが肯定と取ってくれた。 
 
    「別によかったのに……」 
 
    　少しはにかんで言った。恭子さんに助けられてばかりで生きるのはかっこ悪すぎる。恭子さんが組んでいる腕に手を添えた。 
 
    「恭子さんは極上のカノジョなんだから、隠す必要ないんだよ。俺は自慢したかっただけだから」 
 
    　恭子さんが、すげえあたたかい視線で見てくる。 
 
    「やっぱりいいね。カツくんは」 
 
    　歩いている時すぐ横で、「とうっ」って何度も何度も肩で小さくタックルしてくる。独特な照れ方だな。 
 
    「へへ、自慢されちゃった」 
 
    　なんか嬉しそう。この顔が見れただけで、俺は正しい道を選んだのだと確信したのだった。その後、恭子さんがガッツポーズしながら「よし！　決めた！」と言った意味を俺が知るのはもう少し後になる。 
 
    　＊ 
 
    　その日の夜はやたら盛り上がった。ちょっと調子に乗ってどこまで行けるのか試してしまった。事後、恭子さんがお憤むずかりだった。 
 
    「お尻はダメって言ったでしょ！　お尻はダメなのぉ！　恥ずかしいの！」 
 
    「だって、可愛くて……」 
 
    「うううぅ……そんなとこ褒められても嬉しくない！　汚いの！」 
 
    「いつも汚くしてるの？」 
 
    「綺麗に洗ってるけどぉ！」 
 
    　俺は恭子さんの身体の反応を見ていいところを探している節がある。なんだかんだ言って、いい感じなのではないだろうかと思っている。またチャンスがあったらトライしたい。 
 
    「もおぉ、カツくんはしょうがないなぁ」 
 
    　そう言って、ベッドにうつ伏せになっていた。しばらく恭子さんは動けない。この姿の恭子さんは腰のあたりのラインがとても綺麗で好きだ。やっぱり俺は恭子さんが好きだなぁと感じたのだった。きっと、ずっとこうなのだろうと思っていた。この時も俺は未来を見ていた。

  

 
  
    
 
    §　実家に乗り込む 
 
    　俺と恭子さんは十分夏休みを満喫した。直近では花火大会にも行った。その次の日、新しいミッションを告げられた。それは、実家のアポを取ること。いよいよ、直接対決らしい。 
 
    しかも、家族が全員いることを確認した上で乗り込む、と。俺が一番無理だと思った方法、一番取りたくない方法だった。今回は、無関係の恭子さんが助力してくれるのだから、当事者の俺が逃げ腰ではいられない。家に電話して、母親に訪問予定日と時間を伝え都合を聞いた。 
 
    「ＯＫだった」 
 
    「そう、じゃあ、大丈夫ね」 
 
    　何が大丈夫なのか分からなかったけれど、恭子さんが言うならそうだろう。 
 
      
 
    ＊８月２７日（夏休み終了前日） 
 
    　恭子さんはスーツでキメていた。いつかの会社用のスーツだろうか。対して、俺は普段着。もちろん、恭子さんに買ってもらったものだ。駅中のおみやげ物店で箱に入ったお菓子を買って硬く小さい紙袋に入れてもらって持参した。紙袋は硬い紙のやつの方が高そうに見えるのは何故だろう。 
 
    「スーツ、ヨシ！　身だしなみ、ヨシ！　手みやげ、ヨシ！」 
 
    　恭子さんも変な気合が入っていた。人が緊張しているのを見ると、不思議とこちらはリラックスしてしまう。状況は変わってないのに不思議だ。恭子さんがそこまで考えて俺にリラックスさせているとしたら、とてもすごい。 
 
    「うーん、ウエストがちょっと、きつくなってきてる……無職生活がたたってきたか…」 
 
    　……どうも、そんなことはないらしい。気のせいだな。 
 
    [image: 下着姿の女性のイラスト  中程度の精度で自動的に生成された説明] 
 
    　＊ 
 
    　自分の鍵で家のドアを開けた。家の鍵はずっと持っていたので、家出中もずっとポケットに入っていた。鍵を捻った時いつかの「地獄蒸しプリン・キーホルダー」の鈴がチリンといい音をさせた。 
 
    　ドアが開いた音ですぐに母親と琴乃が玄関まで来た。 
 
    「将尚……おかえり」 
 
    　俺は無言で小さく頷いた。琴乃は何も言わず状況を見守っていた。 
 
    「今日は、わざわざありがとうございます」 
 
    　母親は恭子さんの方を向くと深々と挨拶した。 
 
    「こちらこそ。お忙しいところお時間を取っていただきありがとうございます」 
 
    　恭子さんも深々と頭を下げた。俺は、自分の事なのに既に少し他人事の様に感じ始めていた。特に何も準備しなかったからだろうか。 
 
    「玄関ではなんですから、奥にどうぞ。主人もお待ちしてます」 
 
    　そう言うと、母親は俺と恭子さんを奥のリビングに案内した。リビングには４人がけのテーブルしかなかったので、どこからか折りたたみの椅子を持ってきて、所謂「お誕生席」に琴乃が座った。父親と母親はいつもの場所に座り、俺もかつて座っていた父親の向かいの席に座った。恭子さんを見た時、父親が一瞬気圧けおされるのが感じ取れた。恭子さんはかなり美人だから、驚いたのだろう。いつもは琴乃が座っている席に、今日は恭子さんが座っている。俺としては隣に恭子さんがいてくれて心強い限りだ。 
 
    「琴乃ちゃん、席取ってしまってごめんね」 
 
    　恭子さんが横にいる琴乃に小さい声で謝った。琴乃は顔を俯かせて小さく頷いた。みんなが席に着いたら話を始めようと思っているところだが、母親は全員にお茶を準備していた。 
 
    「すみません」と恭子さんが母親に声をかけたところで、琴乃が気づき慌ててお茶を運ぶのを手伝った。 
 
    　その間、俺と父親は無言。お互い間を持て余していた。全員の前にお茶が揃い、母親が席に着いた瞬間だった。 
 
    「本日はお忙しい中、お時間をありがとうございます。私、加賀見恭子と申します。本日は、将尚さんの抱える問題について、部外者の私が不躾ながらお話を伺い、その中にあるであろう誤解を解き、問題解決に向けお話を進めて行ければと考えてます」 
 
    「あ、あぁ、よろしく…お願いします」 
 
    　父親が押され気味だ。恭子さんに聞いていた。会社の会議において「イニシアティブを取ること」はとても重要だと。可能ならば、司会役をかってでて場の掌握をすることが会議で自分の意見を通す第一歩らしい。 
 
    　その他、「なんのための会議なのか」、「問題点の明確化」などを最初にハッキリさせておくとあらぬ方向に話が進む事を防げるらしい。恭子さんの社畜スキルはここでも活かされていた。 
 
    「最初に、確認したいのですが、琴乃さんは十分大人でいらっしゃると思いますが、衝撃的な内容が出てくるかもしれません。一緒にお話しても大丈夫でしょうか？」 
 
    　恭子さんが少し右手を挙げて確認をとった。父親は、琴乃に視線を送ると琴乃は小さく頷いた。 
 
    「家族の問題なので、全員で取り組みたいと思います。このままで」 
 
    「分かりました」 
 
    　父親の言葉に恭子さんが了承した。その後、それぞれの自己紹介から始まった。だからだろうか、全員を知っている俺は全然違う事を考え始めていた。全く集中していないのだろう。 
 
    「私が考える問題は、将尚さんがご家族に向き合えていなくて、疎外感を感じてしまっている事だと思います」 
 
    「疎外感だなんて……」 
 
    　父親が思わず口を挟んだ。 
 
    「ご家族が思われている以上に深刻な事があって、その差が今の状況を生んでいるようです。今日はそこが埋められればと思っています」 
 
    「……」 
 
    　父親は納得したようで引き下がった。 
 
    「私は、将尚が、思春期だからだとばかり……」 
 
    　今度は母親だ。口を挟まずにはいられなかったらしい。 
 
    「思春期だからと言うのは間違いないでしょう。ただ、ご夫婦の意図しない要素まで含まれています」 
 
    　これも恭子さんが言ってたテクニックだ。「ＹＥＳ　ＢＵＴ　ＮＯ」。営業のテクニックらしい。相手が言うことを否定しない。自分の意見と真逆でも一旦受け止めてから補足するように自分の意見を織り交ぜる。こうすることで相手は悪印象を抱かずに、真逆の意見を聞くことができるようになるらしい。恭子さんのテクニックのお陰か、内容的に気になったのか、母親もとりあえず納得したようだ。 
 
    「一番重要な事から申し上げます。将尚さんは、お父様が実父でない事をご存知です」 
 
      
 
    「！」 
 
    「えぇ！」 
 
    「え？　ジップって？」 
 
      
 
    　両親はかなり衝撃だったみたいだ。母親が特にオロオロしている。琴乃は話が入ってきていないっぽい。 
 
    「ここからは私の想像ですが、問題はこれだけではなくて、更にそこから誤解が生じていて、それを将尚さんは消化できないまま高校生活を送られています」 
 
    　誤解？　誤解ってなんだ？　俺も聞いてないんだけど……。 
 
    「ズバリ、ご両親両方と血が繋がっていないと思っています」 
 
    「何てことを言うんですか！　将尚は間違いなく私の子です！」 
 
    「えっ⁉」 
 
    「えって、あなた……」 
 
    　つい俺が反応してしまった。俺は母とも血がつながっていないと思っていたからだ。母親は、恭子さんに噛みついたが、既におかしい事を察知したようだ。 
 
    「すいません、どういうことか説明をお願いできますか？」 
 
    　いま母親が事の重大さに気付いたらしく、恭子さんに頼んだ。 
 
    「カツくん、ここは自分で話した方がいいと思うよ」 
 
    「……ありがとう、恭子さん。俺から話すよ」 
 
    　俺は、夜中に二人が話していることを聞いてしまったことを話した。その会話の中で俺は、父親の子ではないことを知った。そこから推測して、母親も実の母親ではないと思った事も。今まで信じていたものが足元から崩れて何を信じていいのか分からなくなった事も全て。以前、恭子さんに話した通り話した。祖父母が自分の孫の様に接してくれたけれど、あれも演技だと思うと、いよいよ人を信じられなくなった事など。それを聞いて、母親は泣いていた。父親は母親の肩に手を置いて母親を気遣っているようだった。琴乃は俺と半分血がつながっていない事に大きなショックを受けているようだった。 
 
    俺はまた家族を不幸にしている。やはり、話しに来るべきではなかったのではないだろうか。静かに、そして少しずつ家族とは離れていけばそれでよかったのではないかと思い始めていた。 
 
    「お父さん！」 
 
    　急に母親が父親を呼んだ。その声の大きさに驚いた。 
 
    「そうだな、予定より少し早いが、かえってもう遅いくらいだな」 
 
    「お願いします」 
 
    　父親と母親は簡単な打ち合わせをしたみたいで、父親が話し始めた。 
 
    「これは、お前が高校卒業したら話そうと思っていたことだ……」 
 
    　今度は、父親が話し始めた。その話はすごく長かったので、要約するとこんな感じ。 
 
    まず、俺の本当の父親は、今の父親の兄であるとの事。つまり、父親は元々叔父さん？　既に事故で他界していることを聞いた。聞いた話とは違うと思ったけれど、どこかそうじゃないかと思ったところもある。なんとなく納得した。実父と父親、母親は三人幼馴染だったらしい。これは初耳だった。 
 
    実父と母親は結婚して俺が生まれた。実父２７歳、母親２５歳の時のこと。俺がまだ生まれて間もない時のこと、実父が交通事故で亡くなった。母親も悲しみに暮れる日々な上、乳飲み子がいて生活が立ち行かなくなっていたらしい。そこに、幼馴染であり、義理の弟である父親がサポートするようになった。そして、一年経過したとき琴乃ができた、と。そういうなし崩し的な付き合いがあった事は、父母にとって後ろめたい事象となっていたらしい。それから十数年。駆け抜けてきた、と。気づけば子供は高校三年と一年。そんな話だった。 
 
    　家出前だったら俺はこれを信じることができただろうか。家族を食べさせるために働くことは大変だ。今の俺では一日働いたお金で、ファミレスで三人が一食しか食べられなかった。父親は家族４人を三食食べさせ続けたのだ。全て外食（ファミレス）だとそれも成り立たない訳で、母親と一緒になんとかしてきたという事。父親が２３歳の時となると、今の俺と５歳しかかわらない。５年後の俺に子供一人と奥さん一人を養っていけるのだろうか⁉　俺は今、恭子さん一人を養うこともできないのだ。一生懸命だったというのはすごく分かる。 
 
    「確かに、兄貴が亡くなった事は理解してるけど、どこかお前は俺の本当の息子だと思っていた。そんなことを考えているとは夢にも思わなかったんだ」 
 
    　父親の顔を見て、それが本心だと分かった。父親の言葉に母親はまた泣いていた。 
 
    「いつか伝えないと、とは思っていたの。それは本当よ」 
 
    　母親も続けた。この言葉も本当だと思う。そう考えると、父方の祖父母が俺を可愛がってくれていたのも理解できる。祖父母にしてみたら、息子が亡くなってしまってその子、つまり孫が生きているとなると可愛くてしょうがないのではないだろうか。それとも息子のことを思い出して悲しくなるのだろうか。俺はやたら可愛がられた記憶があるので、前者だったのかもしれない。 
 
    「もし、大学に進むとしたら入学書類で戸籍が必要になる。それを見れば否が応にも俺との関係は分かってしまう。それまでには説明をしようと母さんと話していたんだ」 
 
    　俺は、母親の……母さんの子だったのか。今思えば悲観的になりすぎていた気はする。家出することで色々分かった。いい意味で家のことから少し気持ちが離れたのではないだろうか。それまでは家の中が俺の世界の多くを占めていた。だから、そこが崩れると自分を保てなくなってしまった。人も信じることができなくなっていた。要するに甘えていたのだろう。 
 
    恭子さんとの出会いは、俺の成長を早めたと思う。俺の世界を広げて、色んな意味で大人に少し近づけたのではないだろうか。元々父親の……父さんのことは尊敬していた。温和な性格で声を荒げていたのを見たことがない。困っている人がいたら助ける。ギャンブルはしない。酒は多少飲むが飲んで暴れたりはしないし、たばこは吸わない。趣味は釣りくらい。何が楽しいのかと思ったこともあるけれど、ただ生きるのに一生懸命だったのかもしれない。 
 
    俺は生まれた時から、父は金を稼いでくるのは当たり前、色々してくれるのは当たり前と思っていた。母についてもそうだ。掃除をしていて当たり前、料理も作って当たり前、洗濯だってしてもらって当たり前だと思っていた。俺は一度も家の掃除をしたりはしなかった。そんなこと微塵も考えたことがなかったのだ。 
 
    　恭子さんと暮らしてみて、恭子さんと対等のはずの俺は全く何もしていない事に気が付いた。一方的に与えられるだけ。それは俺が子供って事。いつかのファミレスで夕飯をご馳走したかったのも、少しだけ大人の真似事をしてみたかっただけだった。俺には維持することができない生活を。いま思う。父さんの偉大さを、すごさを。そして、母さんの凄さを。親だって人間だ。あまり言いたくないこともあったかもしれない。俺も聞きにくかった。そして、俺は一人で捻ひねくれて家族との間に心の壁を作った。その壁は全方位を覆っていて、親だけではなく、妹も、親戚も、友達もみんな入って来れないようにしてしまっていた。 
 
    「どうかな？　カツくん、まだご両親のことは……」 
 
    　恭子さんが俺の感想を聞いた。意地悪な質問だった。素直に答えろと言っているのだ。 
 
    「俺が間違っていた。勘違いもあった。そして、不貞腐ふてくされて、捻ひねくれていたとも思う……そして、なにより子供だったと思う」 
 
    「将尚……」 
 
    　母さんの目が洪水だ。持っていたハンカチがズブズブになっている。 
 
    「母さん、お茶が冷めた。コーヒーを淹れてくれないか」 
 
    「はい……」 
 
    　なぜ、この状態の母さんに……と思ったが、席を離れにくい状況の中、顔を洗いにいくチャンスを作ったのだろう。気遣いもできる、この父さん。今までの俺では気付かなかったかもしれない。 
 
    　この後、コーヒーが届く頃にはテーブルの雰囲気は全く変わっていた。雑談が中心になり、重苦しさは全然なかった。話の中心は、俺の生活についてだった。服を買ってもらった事や学校にはちゃんと行っていた事など。成績が学年トップだったことは何故か両親も知っていた。琴乃が３年の成績まで見に来る事はないと思うのだけど…… 
 
    「カツくん、琴乃ちゃん、ご両親にお話ししたいことがあるから、悪いけど、ちょっとだけ席を外してもらえないかな」 
 
    　いい具合の頃合いの時に恭子さんが言った。俺はなんとなく胸騒ぎはしたけれど、断る事はできなかった。しょうがないので、自分の部屋に行ってみた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　８割の段取りの一部 
 
    　リビングでみんなと話した後、恭子さんに言われて自分の部屋に戻った。事前に恭子さんから聞いていた通りだった。詳しい内容は教えてくれなかったけれど、「段取り８割」という言葉が営業の間ではあるらしい。 
 
    現場に着くまでに勝負の８割りは決まっている。そして、そのための根回しなどが段取りであるという意味らしい。今回の場合、家にどんな根回しができたのか、俺は知らないけれど、とにかく俺の聞きたいことは聞けたし、家族の表情はやわらかくなった。後は時間も必要だろう。拗れた時間が長いのだから、すぐには元通りにはならない。俺は誰もいない自分の部屋を見渡した。ホコリ一つなく、母さんが掃除してくれているのが分かった。教科書が机の上の本立てから無くなっていること以外は、俺が暮らしていた時そのままだ。突然出て行って、いつ帰るか分からない息子のために…… 
 
      
 
    　……俺はちゃんと愛されていた。 
 
      
 
    　なんでもない机を見て俺は涙が込み上げてきた。一人で捻ひねくれて、家族を拒絶して、みんなに暗い顔をさせて……我ながら子供すぎて恥ずかしくなる。 
 
    （コンコン）部屋のドアがノックされた。 
 
    　恭子さんだと思い、笑顔で部屋の入り口を見たら、琴乃だった。開いたドアから顔だけ出して部屋を覗き込んでいる。俺は泣き顔を見られていないか気になった。 
 
    「お兄ちゃん……」 
 
    　琴乃は半分しか血が繋がっていないと分かった今でも俺を「お兄ちゃん」と呼んでくれるらしい。部屋の入り口で顔だけ出したままなのは、気恥ずかしさなのか、警戒なのか、とにかく顔しか見えない。 
 
    「帰ってくるの？」 
 
    　そう聞かれて、どう答えるのが正解だろう。どう答えるのが彼女の希望を叶える事になるのか。今までの俺なら彼女の意図は「邪魔者は出ていけ、帰ってくるな」の方を迷わず取っていたと思う。今は「お兄ちゃんがいないと寂しいから帰ってきて」の方も分かる。後者であってほしいと思う事にした。 
 
    「どうするかな」 
 
    　決断したはずだったけど、どっちつかずの答え。俺も少しズルくなった。琴乃との会話でふと気づいた事がある。俺はこれからの話を何ひとつしていなかったのだ。 
 
      
 
    　―――今後も恭子さんと暮らしたい。 
 
      
 
    　こんな子供じみた願望がまかり通るのだろうか。もしかして、それをいま恭子さんが両親に話してくれているってことだろうか。そうだとしたら、また大事なとこを恭子さんに任せてしまっている。これではダメなんだよ。 
 
    「俺、今後のことを話してくる」 
 
    「うん……」 
 
    　一階に降り、リビングのドアをノックした。 
 
    「入っていいよ」 
 
    　少し間を置いて中から父さんの声が聞こえた。リビングでは何故か父さんと母さん、恭子さんがフローリングの床に座って話をしていた。どういう状況？　これ。俺の顔を見るとみんなが立ち上がってテーブルの席についた。俺もなんとなくテーブルの椅子を引きそこに腰かけた。 
 
    「これからの事なんだけど……」 
 
    　俺が早速切り出した。 
 
    「それなんだけど、今、お父様とお母様とお話ししていたの」 
 
    　恭子さんの言葉でやっぱりと思った。 
 
    「多少の時間も必要だと思うの。暫くお家に帰ったらどうかな？　私もお盆に実家に帰らなかったから、ここらで１週間くらい帰ろうと思うし」 
 
    　さすが恭子さん。俺がさっき考えていた事も考慮された案。琴乃も寂しそうだった。両親にも心配をかけた。暫く家族と一緒にご飯を食べて、一緒に過ごすのも悪くない。 
 
    「分かった」 
 
    「将尚……」 
 
    　母親の言葉が漏れた。俺はどんな顔をしていたのだろうか。複雑な気持ちが心の中にあった。 
 
    「じゃあ、私はお暇いとましようかな」 
 
    　恭子さんが立ち上がった。 
 
    「そこまで送っていくよ」 
 
    「ありがと。ホントそこまででいいから」 
 
    　そう言うと出る準備を始めた。家族にもちょっと出てくると言って駅まで送るつもりで家を出た。家族も玄関まで来て恭子さんに深々とお辞儀をしていた。外の日射しの角度は夕方のそれだった。少し静かで、遠くは少し騒がしい。夏の熱さもピークを過ぎたと考えていいのだろうか。俺は空を見上げた。近くには、小さい虫が集まって飛んでいる蚊柱かばしらも見える。蚊柱というけれど、あれは本当に蚊の集まりなのだろうか。 
 
    　恭子さんは一歩先を歩いている。 
 
    「あたっ、虫がっ！」 
 
    　恭子さんは、いつも楽しい人だ。彼女にシリアスは似合わない。いつもニコニコしているイメージ。俺が失敗しても「しょうがないなぁ」って言って許してくれる。恭子さんは、目に虫が入ったのか目を真っ赤にしてゴシゴシこすっている。 
 
    「恭子さん！　そんな、ゴシゴシしたらっ……」 
 
    　恥ずかしいのか顔を隠すようにして離れていった。 
 
    「恥ずかしいからここでいいや。ご家族のところに行ってあげて！」 
 
    「大丈夫なの？　それ？　一度家に戻って目を洗った方がいいんじゃない⁉」 
 
    　右手をあげて大丈夫、と示した。まだ、明るいし一人でも大丈夫かと俺も考えた。そして、恭子さんが少し振り返って挨拶した。 
 
    「カツくん、バイバイ」 
 
    「うん、また」 
 
    　こうして、一週間は家に戻る事になった。後に、俺はこの時の事を後悔することになるのだった。 
 
    　＊ 
 
    　家に帰ると、まだ暑いだろうに、庭に置かれた長さ３メートルほどの木製ベンチに父さんが座って釣り道具のメンテナンスをしていた。何となく俺も横に座った。普段はそんなところに座ったりしない。そういえば、高校に入ってからは父さんとは、殆ど話もしてなかった。 
 
    「加賀見恭子さんだっけ？」 
 
    「うん」 
 
    「ものすっ…ごい美人だな！　すっごいの連れてきたから、父さんびっくりしたぞ」 
 
    「はは……」 
 
    　父さんとこんな、何でもない話をしたのはいつ以来か。俺の心は少しこそばゆいような、落ち着かない感情が沸き上がって来ていた。父さんは釣り道具のメンテの手は休めずに続けた。 
 
    「話もしっかりしてたし、ちゃんとした人なんだろうな」 
 
    　普段の彼女を見ているので、それが全てではないと俺は知っている。ここはノーコメントだ。 
 
    「あと、胸がその……」 
 
    　……父さんも男だった。 
 
    「加賀見さんの事、好きなのか？」 
 
    「うん」 
 
    「美人だしな」 
 
    「うん」 
 
    「あんなすごい人は絶対に逃がすなよ？」 
 
    「うん」 
 
    　なんか、いいシーンみたいな感じ。きっと俺はこの場面を何年後になっても思い出すのだろう。心にジーンと響いている。 
 
    「これからいう話は母さんに言うなよ？」 
 
    「？」 
 
    「うちの兄貴が亡くなったとき、悲しかったけど、俺は母さんの心配の方が強くてな。チャンスでもあったから、もう他に取られないように必死だったんだ」 
 
    　そうなのか。 
 
    「元々、兄貴に取られたからな。まあ、あんまりカッコイイ話じゃないから、大っぴらかには言ってない」 
 
    　その昔、俺の知らない実父と父さんは、母さんをめぐって取り合いをしていたのだろうか。チャンスを手にして、母さんを守るのに全力……まるで今の俺の心境。父さんも俺くらいの時は、俺と同じように悩んだり、苦労したりしたのだろうか。そんな事これまでこれっぽっちも考えたことがなかった。それでここまでになったのだから、誇っていいはずだ。俺は父さんを尊敬しているくらいだし。 
 
    「恭子さんな、お前が席を外している時、『私が住む場所を提供しなければ、もっと早く息子さんをお宅に帰せたと思います』って言って床に手をついて謝ってくれたんだぞ？」 
 
    「え？　恭子さんが⁉」 
 
    「なかなかできないぞ？　そんなこと……」 
 
    俺が２階の自分の部屋に戻っていた時の話だろうか。 
 
    「花音ちゃんとはどうなんだ？」 
 
    「ん？」 
 
    　なんか、変な流れになった？　なぜ、ここで花音が出てくる？ 
 
    「花音？　花音とはもう別れた。ずっと前に振られたよ」 
 
    「そうか。そうなのか？　最近……お盆前くらいから、ちょくちょくうちに来て、母さんにお前の近況を伝えていってくれてたぞ？」 
 
    　何してるんだ、あいつ。 
 
    「将尚が学年一位になった話とか、母さんが前のめりで聞いてたな」 
 
    　あの美少女め。家に帰ったのに、近況とかあんまり聞かれないと思ったんだ。成績の話とか、家が知ってるのはおかしいと思ったし…… 
 
    「毎回、センスのいいお菓子を持って来てくれるから、琴乃は、花音ちゃん、花音ちゃんって懐いてるぞ？」 
 
    　餌付けかな？ 
 
    「西洋人形みたいに整った顔だし、俺もあんな可愛い子に『お父様』って呼ばれる喜びに目覚め始めてたんだけど……そっか、恭子さんの方か。まあ、恭子さんは恭子さんで美人だしなぁ」 
 
    　なに選んでるんだよ、父さん。恭子さんと花音を比べないで欲しい。 
 
    「母さんも、あんな可愛い子に『お母様』って呼ばれる事に目を潤ませて喜んでいたし……うちの娘になったらいいって言ってたぞ」 
 
    　本気で強い。あのチート美少女強い。それにしても、こんなところにまで……花音のやつ、苦手とか、向いてないとか言ってたけど、俺のために動いてくれていたんだな。「段取り８割」の段取りの一部になっていた事は間違いない。 
 
    「花音ちゃんみたいな子が、『お父様、一緒に買い物に行ってください』と言われたりする未来を思い描いてたんだけど、そうか、花音ちゃんじゃないのか……」 
 
    　もう、父さんが花音と付き合えばいい！　どんだけ好きなんだよ。 
 
    「母さんも、カレーの作り方を教えたりして、一緒に作って楽しそうだったぞ？」 
 
    　花音、ひとん家ちでなにしてやがる。いつかカレーを振る舞いたいとか言い出すのでは⁉ 
 
    「琴乃は、花音ちゃんから服を借りるって言ってたのになぁ」 
 
    　あいつ……ついに外堀から埋めにかかって来やがった。最近あんまり恭子さんのとこに顔を出さないと思って、諦めてきたのかと思ったら、方向を変えてより攻め込んできていた。恐るべし、美少女。 
 
    「恭子さんは美人だし、悩むなぁ」 
 
    　父さん、何を悩んでいるのか、俺に教えてくれないか。 
 
    「まあ、自分の息子があんな美人たちに好かれているってのは嬉しいもんだな」 
 
    　なんとか、いい話に戻って来たか？　俺が何年も後に、何度も思い出すシーンなんだから。 
 
    「なんとか、両方とどうにかする方法はないのか？」 
 
    　あんた、親として大変なこと言ってるぞ！　もう、このシーンを思い出しても俺はちっとも感動しない！　ちょっと家を空けている間に、色々変わっていた。ちょっと面白い感じになってるし。こうして俺は翌日の夏休み最後の日を自宅で迎えることになった。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　未来の明晰夢とカレーライス 
 
    　ぐっすり眠れた方が夢を見るのか。それとも眠りが浅い方が夢を見るのか。それは知らない。その時の精神状態が夢に影響するのかは、フロイト先生かユング先生にお任せしておこう。 
 
    　俺の夢は、また明晰夢だった。自分でこれが夢だと気づいている夢。それならば空を飛んだり、ビルを破壊したり、日常ではできない事をしたらいいはず。ところが、自分の意思とは関係なく俺が生活をしている。夢の中の俺の生活を自分が見せられているようなそんな感じ。どこかの何もない部屋で花音と話している。 
 
    「嫌よ。私は将尚と結婚しなくてもいいわ」 
 
    　どうやら夢の中の俺は花音に振られているらしい。振られると言っても、高二の時のあの場面ではないみたい。花音は今よりも少し大人びている。美人の要素が加味されて美しい容姿になっている。 
 
    「なんで？」 
 
    　夢の中の俺は、理由を聞いたらしい。大体振られる時の理由なんて聞いても、その後返事が真逆になることはないのだから、悪あがきもいいとこだろう。無駄な事だ。 
 
    「結婚したら苗字が変わるのよ？　運転免許からクレジットカード、銀行口座も名義変更が必要になるわ。その手間がもったいない。私は元々結婚にはそれほど興味がなかったわ」 
 
    「じゃあ……どうしたらいいの？」 
 
    「恭子と結婚したら？　恭子はアラサーだし、ご両親を安心させるためにも、友達にドヤるためにも結婚した方がいいんじゃないの？」 
 
    　夢の中でも無茶言いやがる。 
 
    「え？　お姉さんでいいの？　そりゃあ……結婚にはそれなりに憧れはあるし、もう、いい年齢だし……」 
 
    　恭子さんもいたよ！　どんなシチュエーションなんだよ⁉ 
 
    「半年ごとに二人と結婚したら平等じゃないかな？」 
 
    「そのたびに、名義変更するのは嫌だと言ってるじゃない」 
 
    　んん⁉　どういうこと⁉　二人と結婚⁉ 
 
    「将尚と恭子が結婚して、私は内縁でいいわよ？」 
 
    「じゃあさ、重婚ができる国で結婚するのはどうかな？」 
 
    「コートジボワールとかに行っても日本人は重婚できないわよ？」 
 
    「そうなの？」 
 
    　いやいやいや！　さっきから何の話をしているの⁉　重婚⁉　二人と結婚⁉　願望にしても斜め上すぎるだろ明晰夢！ 
 
    「じゃあ、式は？　結婚式」 
 
    「やろう！」 
 
    　結婚するなら、結婚式はしたいな。両親や友だちに祝福されたいし。 
 
    「それは、お姉さん的にも嬉しいけど２回もするの？」 
 
    「まとめて一回でいいんじゃないの？」 
 
    「いやいやいや！　そんな３人の結婚式とか受けてる式場ないから！」 
 
    　花音は効率重視。アイデアが斬新！ 
 
    「じゃあ、指輪は？　三人一緒？」 
 
    「それぞれの好みでいいんじゃないかしら？　恭子とか指輪のデザインにこだわりたいんじゃないの？」 
 
    「うーん、毎日つけるものだから、可愛いデザインがいいなぁ」 
 
    「俺、恭子さんのと花音のと２個付けてると、スーツ着てても私生活はラッパーです、みたいな頭がおかしい人に見えない？」 
 
    「ふふふ、そこは諦めなさい」 
 
    　ぎゃー！　花音さんのその頭脳でなんとか解決策を見つけてくれ！　俺、会社でいじめられるかも。 
 
    「とにかく、俺が働くから、二人を養うという事で……」 
 
    「将尚の稼ぎだけじゃ、三人住むには狭くなるわ。私が広いマンションを買うから、将尚は食費を稼いできて。恭子は家事をしたらいいんじゃない？」 
 
    「え？　お姉さん主婦でいいの⁉　もう働かなくていいの⁉」 
 
    「恭子、あなたは会社が絶望的に合ってないわ。家事をしていた時の方が１００倍優秀よ。恭子の家事は十分プロ級」 
 
    「あ、俺も恭子さんのご飯が食べられると思ったら、仕事頑張れる気がする」 
 
    「ホント⁉　確かにお姉さんお料理大好きだし、掃除も嫌いじゃないわ」 
 
    　はあ⁉　夢の中では俺は働いているらしい。それで二人を養うって……非現実的すぎる。完全に一夫多妻制じゃないか。日本の法律に適合していない。 
 
    「花音、広いマンションを買うってその金はどこから出てくるんだよ⁉」 
 
    「以前言った株と仮想通貨が好調なのよ。既に将尚の生涯賃金くらいは稼いだわ」 
 
    　ええ⁉　俺の生涯賃金いくらなんだよ⁉ 
 
    「ほら」 
 
    　スマホを見せる花音。多分、あれで銀行の残高か何かを見せているんだろう。 
 
    「あ！　すごっ！　カツくんの生涯賃金どころか、お姉さんのを足しても追いつけない！」 
 
    　いやいやいや！　いくら稼いだの⁉ 
 
    「２００～３００平米のマンションを買うわ。そこに三人住みましょう」 
 
    「そんな広い部屋のマンションは存在しない！」 
 
    「じゃあ、建てるしかないわね」 
 
    「富豪か！」 
 
    　夢の中でも花音は常識から飛び抜けている。 
 
    「そんな事より、問題は寝室よ。私は絶対恭子と一緒に寝ないわよ！」 
 
    「それさ、一回ちゃんと聞こうと思ったんだけど、なんで花音ちゃん、お姉さんと同じベッドじゃ嫌なの⁉」 
 
    　俺は思い当たる節があるけど、ノーコメントで。夢の中の俺も黙秘を決め込んだようだ。 
 
    「あなた寝てる間に自分が何してるか知ってるの⁉」 
 
    「……何してるの？」 
 
    「もういいわ。私は将尚と一緒に寝られるキングサイズのベッドを買うわ」 
 
    プイと横を向く花音。 
 
    「それじゃあ、お姉さんが一人寝で寂しいじゃない！」 
 
    「恭子にもキングサイズを買ってあげるから」 
 
    「そんなの三人で寝たらベッド１個で解決じゃない！　家の中にキングサイズのベッドが２つも３つもある家なんてないわよ！　そんなにベッドばかりで、どこに寝るのよ⁉」 
 
    　夢の中でも恭子さんは楽しい人だ。家中ベッドだったら、どこにでも寝られるだろうに。 
 
    「私は嫌よ、恭子と３Ｐなんて」 
 
    「むしろ、お姉さんが花音ちゃんを抱くわ！」 
 
    「やめてよ。冗談でも」 
 
    　あぁ……夢の中とはいえ、なんて会話をしているんだ。モラルとかそういう概念はどこかに捨てて来たのか。 
 
    「だいたい、カツくんベッドの上では野獣やじゅうだから！　獣けものだから！　花音ちゃんなんて簡単に壊されちゃうからね⁉」 
 
    　酷いこと言うなよ、恭子さん。 
 
    「……それは一理あるわね」 
 
    　あるんかーい！ 
 
    「でも、私は見られながらするのも、しているのを見るのも嫌よ」 
 
    「一度試してみたら、新しい扉が開くかもしれないし……」 
 
    「そんな扉開かなくていいわ。閂かんぬきかけて釘で二度と開かないように打ち付けてやるわ」 
 
    　恭子さんはどこを目指しているのか⁉　一度しっかり話し合う必要がありそうだ。 
 
    「とりあえず、『えっちぃことは無し』という事で、三人一緒に寝てみたらどうかな？　真ん中がカツくん」 
 
    「まあ、将尚を乗り越えてこないなら……」 
 
    　それでいいのか⁉　夢の中の花音！　俺的にはハーレムだよ⁉　両手に花だよ⁉ 
 
    「じゃあ、普段お買い物とかは？　二人で行く？　三人？」 
 
    「三人でしょ」 
 
    「近所の人に変に思われないかな？」 
 
    「変に思う人は変に思っていたらいいわ」 
 
    「花音、男前すぎるだろ！」 
 
    　やっと夢の中の俺が発言した。 
 
    「でも、そんなに深く付き合う人なんてそうそういないと思うわ」 
 
    「それはそうかも」 
 
    　なにこの三人のラブラブ・ハッピーライフみたいなの。夢の中では、日ごろの生活をどうするのか話し合っている状態？ 
 
    「ところで、お腹空かない？　夕飯なににする？」 
 
    「カレーなら私、自信あるわよ？」 
 
    「花音ちゃんのカレー！　美味しいよねぇ」 
 
    「まあ、カレーしか作れないのだけど」 
 
    「あれだけ美味しかったら十分じゃない⁉　美人の作ったカレーって事で売れるわ！　お姉さんなら一杯１万円までなら出せる！」 
 
    　課金すんなよ。恭子さんはどうも課金の気がある。 
 
    「あ、でも、ジャガイモがもうなかった。カレールーも半分くらいしかない」 
 
    　夢の中でも恭子さんの食材ストック把握能力は高い。瞬時に何があり、何が足りないのか分かるみたいだ。もう、主婦だろこれ！ 
 
    「じゃあ、買いに行きますか」 
 
    「そうね」 
 
    　三人で買い物に出ることになったらしい。左手に恭子さん、右手に花音、両方手を繋いで出かけるのか。三人で歩くと歩道に横いっぱいだし良いのかそれ⁉ 
 
    　……夢の中までそんなことを気にする俺の方がどうかしているのか⁉　スーパーでは、俺がカートを押していた。花音は後ろから俺の上着の裾を摘まんで付いて来る。恭子さんは、アグレッシブに食材を選んでカートに持って来る。それぞれ性格が出てるなぁ。ただ、周囲の客からすごく注目されてる。二人は容姿的にすごく目立つからだろう。その二人が楽しそうに買い物しているのだ。周囲の男性客もほわほわと癒された顔をしている。 
 
    一方で、俺に対する目が厳しい！　この夢、俺にやたら厳しくないですか⁉　色々話し合っていたようだけど、所詮は夢。何一つ決まっていないみたいだった。以前の夢が衝撃的すぎて、また同じような夢を見てしまっただけだろう。大体、以前の夢で見た俺が住んでいた家は物凄く広かった。俺ではあんな家を買うことも借りることも不可能だろう。夢だから、その辺りは花音がなんとかした感じかな？　実にご都合主義だ。花音が株や仮想通貨をしているなんて話は聞いたことがない。「彼女なら何かできそう」という漠然としたイメージが夢に反映したのか。 
 
    「あ、カツくん！」 
 
    　恭子さんが肉を選びながらクルリとこちらを向いて話しかけてきた。カレーの肉は、牛肉か豚肉かという話だろうか。 
 
    「そろそろ起きないと、夏休み最終日だよ？　明日から学校始まるわよ？」 
 
    「は？　夏休み⁉」 
 
    「私はもうひと働きしないといけないんだったわ。はぁ、やれやれだわ」 
 
    　花音がめんどくさそうに言った。 
 
    　夢の中の俺は働いているんじゃなかったのか⁉　俺の意識は夢の中で薄れていくのだった。 
 
    『チリーン』 
 
    どこかで鈴の音が聞こえた気がした。見てはいないけれど、俺はそれがあの「地獄蒸しプリン・キーホルダー」の鈴の音だと理解していた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　夏休み最後の日 
 
    　見慣れた天井……は言っても何にもならない。なんかすごくいい夢を見た様な気もするし、すごく冷や汗をかいたような気もする。ただ、久しぶりに自分の部屋で目が覚めた。感想と言えば、ベッドが広い！　今まで、シングルベッドに恭子さんと二人で寝ていたので狭かった。エアコンを利かせて涼しくした状態で二人抱き合って寝ていたのだ。それがどうだ。実家はベッドが広い。逆に落ち着かない！　そして、落ち着かない理由はもう一つある。 
 
    「花音、何故お前が俺の部屋にいるんだ？」 
 
    　そう、目が覚めたら部屋に花音がいた。俺の顔を覗き込んで普通に目の前に立っていた。怖いよ？　無表情なんだもん…… 
 
    「いつもの様にお宅に伺ったら、将尚がいるからとお母様に部屋まで案内していただいて……」 
 
    　出たよ「お母様」。母さんを惑わす魔法の言葉。母さんは既に花音の術中。玄関開けたら２分で俺の部屋に連れてきてしまう状態だ。 
 
    しかも、俺寝てたし。その息子の部屋に女の子を通すのって、どんな関係だと思っているのだろうか。さらに、しれっと「いつもの様に」って言いやがった。いつも来ていたのかよ。外堀から埋めて来るっていうよりは、すでに埋まっている気すらする。俺がベッドの上でパジャマ姿で寝ているのに、花音はベッドに座った。すごく違和感。そもそも付き合っている時も家の前までは来たけれど、家には入れてないと思う。自分の部屋には絶対に入れてない。 
 
    「で？　用事はなに？」 
 
    「ん、下で朝食ができているそうよ？　着替えて降りて行ったら？」 
 
    　そうなのか。まあ、降りて行くけども。それを言いに来たわけでもあるまいに。はぐらかされているのだと思う。花音はふらりと部屋からいなくなったので、俺は着替えて、顔を洗ってリビングに行った。久々の家。今の俺の主だった家が恭子さんの家だとしたら、ここは「実家」と呼ぶべきか。 
 
    　リビングに行くと、花音が普通にテーブルの席についていた。俺の頭の中のイメージでは、盛大にアメリカン・コメディアンがすっ転んでいた。足なんか天高く伸びていて、上下が逆になる勢いで転んでいる。何故、あの美少女様が我が家のリビングで当然の様に朝のひと時を過ごしていらっしゃる？　これに何か意味なんて絶対にない！ 
 
    「ほら、将尚、席につきなさい。あなたが来ないと花音ちゃんが食べられないじゃない」 
 
    　母さん、何がどうなった？　昨日まで息子が家出して家中暗かったじゃないか。花音がいるだけで、こんなに明るいと少しジェラシーを感じてしまうじゃないか。 
 
    　テーブルの俺の前にはカフェオレとトースト、スクランブルエッグが準備されていた。花音の前には紅茶とトーストとスクランブルエッグ。ちなみに、我が家で紅茶を飲む人間はいない。花音用に準備したか、自分で買って来たかだろう。 
 
    二人、「いただきます」と言って食べ始めた。 
 
    琴乃は夏休みの課題がまだ終わってないらしく、今日一日は家を出られないらしい。既に食事を済ませて課題に取り組んでいるみたいだ。きっと後で俺にも声がかかるのだろう。彼女が中学生だった去年と何ら変わらない。因みに俺は早々に夏休みの宿題を済ませてしまった。課題が残っていると気になって受験勉強どころではないからだ。 
 
    「お母様、美味しいです」 
 
    「まあ、ホント⁉　お代わりもあるから言ってね！」 
 
    「ありがとうございます」 
 
    　おいこら、クールビューティ。クラスではそんなしおらしい事一度も言ったことがないだろ。俺は横にいる花音を無言で責めた。花音は涼しい顔で「何か？」くらいの表情だ。結局、こいつは何故、いまここにいる⁉ 
 
    「ごちそうさま」 
 
    「ごちそうさま」 
 
    「将尚、あなたの分も食器、運びましょうか？」 
 
    「あ、いいのよ花音ちゃん！　置いておいて」 
 
    　俺が答えるよりも先に母さんがキッチンから言った。いや、花音はこんなキャラじゃない。どうしたっていうんだ…… 
 
    　はっ⁉　いや、花音はこんなヤツだった！　花音は周囲の期待に応えて振る舞うんだった！　うちの家族の「理想のカノジョ像」を巧みに読み取って演じているのでは⁉ 
 
    　朝食を食べ終わった頃、琴乃がリビングに現れた。 
 
    「お兄ちゃん〜」 
 
    　あ、この感じは嫌な予感のやつだ。俺が退散するより少し前に退路を絶たれてしまった。 
 
    「あの〜、実は宿題がまだ終ってませんでぇ〜」 
 
    　あぁ、この琴乃の上目遣いを何度見ただろう。この時点で俺の夏休み最終日の使い方は決まったのだ。 
 
    「どれくらいあるの？　手伝いましょうか？」 
 
    　花音が名乗り出た。その理想のカノジョ・モードはなんなんだよ。うちの家族は花音をどんな立場の人として捉えてるんだよ⁉ 
 
    「ホント⁉　嬉しい！　花音ちゃん大好き！」 
 
    　「花音ちゃん」とか言ってるけど、それお前の学校の先輩だからな。琴乃の思惑通り、俺と花音は夏の課題の残りを手伝わされる事になったのだった。なんだかんだで花音は夕方まで手伝ってくれて、俺は夜中まで手伝わされた。 
 
    　＊ 
 
    『今日は琴乃の課題を手伝わされて終わった』 
 
    　夜、恭子さんにメッセージを送っといた。返事が来たら花音の事も伝えようと思っていたのに返事がなかった。実家には帰ったのだろうか？　どうやら恭子さんは早々に寝てしまったらしい。もしかしたら、まだ部屋で一人寂しくて、酎ハイで宴を開いていたのかも。俺はそれ以上何も考えず眠った。 
 
    　次の日も変だった。朝から変だった。夏休みも終わり、２学期のスタートだ。とりあえず今日は、俺は家から学校に向かうことになる。着替えて、顔を洗い、リビングに来たら花音がいた。普通にテーブルの席についてる。今日はイメージだけではなく、俺自身がズッコケた。 
 
    「何故いる⁉」 
 
    「おはよう、将尚」 
 
    　澄まし顔で紅茶を飲む花音。 
 
    「さ、朝食を済ませましょう？」 
 
    　母さんは普通に花音に食事を出しているし、なんなら楽しそうに話している。これはねぇ、もう、サイコホラーですわ。サイコホラー・花音ですわ。 
 
    「多分、今日くらいだと思うから、気にしないで」 
 
    　サクサクとトーストを食べながら花音が言った。何が今日くらいだというのか。新学期なら、間違いなく今日からだろう。 
 
    　俺の新学期は淡々と過ぎた。花音と一緒に駅に行って、電車に乗り、学校の最寄り駅に着いた。俺の横には常に花音がいる。なにこれ？　ひとつ気になったのは、花音がいつもより大きなカバンを持っていたことくらい。 
 
    教室に着いてもいつも通り。ただ、花音はＳＨＲ（ショートホームルーム）が始まる直前まで俺の席の隣に立っていた。健郎＆明日香が登校してきたときに花火大会の時のことを揶揄からかわれると踏んでいたが、花音がすぐ横にいたので何も言われなかった。委員長にもジロリと睨まれたけれど、花音がすぐ横にいたので、こちらも話しかけられることもなかった。花音が助けてくれたのか？ 
 
    　始業式も無事終わり、あとは帰りのＨＲ（ホームルーム）だけ。俺は徐おもむろにスマホを取り出し、恭子さんにメッセージを送った。 
 
    『帰りに教科書を取りに行くよ』 
 
    　そう、教科書がない！　全部恭子さんの家だ。昨日は琴乃の課題の手伝いだったから教科書は要らなかったけれど、受験勉強する上で教科書も問題集も全部恭子さん家ちに置きっぱなしだった。最近気に入ってよく使っているシャーペンだって恭子さんのとこ。彼女は実家に帰ったって話だから、本人はいないかもしれないけれど、教科書だけ取らせてもらいたい。家主には一応知らせておかないと。 
 
    ＨＲが終わっても恭子さんからの返事がない。え？　いつまで寝てるの？　二日酔いで体調を悪くしていないか心配になった。学校を出て駅に着いた。花音が俺と同じホームに付いてきた。花音の家の駅は恭子さんのマンションの最寄り駅と真逆。 
 
    「あれ？　花音も恭子さんのところ？」 
 
    「ん、まあ」 
 
    　花音らしくない曖昧な返事。まあ、最近、恭子さんと花音は比較的仲が良いから、もし恭子さんがいても特に問題はないだろう。マンションに着き、インターホンを鳴らしても彼女は出なかった。これは本格的に心配になってきた。もし、家の中にいるなら起き上がれなくなってはいないだろうか。二日酔いの薬とか必要かもしれない。とりあえず、俺は預かっている合鍵でエントランスを開けて部屋に向かった。玄関ドアも鍵を使って開け、声をかけた。 
 
    「恭子さん、大丈夫……？」 
 
    　次の瞬間、自分の目を疑った。玄関に何もないのだ。玄関から見える部屋の中も何もない。蛻もぬけの殻だった。俺は慌てて部屋の中に入った。ベッドもカラーボックスもこたつのこたつ布団なしも。カーテンすらもなかった。部屋のフローリングの中央に俺の教科書と問題集、筆記用具が置かれていた。どうやら、何かの間違いで空室に来てしまったわけではないようだ。 
 
      
 
    　恭子さんがいない…… 
 
      
 
    　そう思った時、俺は膝から崩れ落ちた。人は絶望した時、本当に力が抜けるらしい。フローリングに這いつくばって起き上がれない。 
 
    「将尚！　大丈夫⁉」 
 
    　花音が駆け寄って来るけれど、そんなことはどうでもいい。俺は何ができる？　すぐに外に出て恭子さんを探すか⁉　それは、どこを探したらいいんだ⁉　そうだ、実家！　恭子さんは実家に帰るって言っていた！　荷物も全部持って帰ったのかもしれない。恭子さんの実家は……どこか知らない。電話もつながらない。メッセージアプリも既読が付かない。 
 
    「何だこれ？」 
 
    　全然理解が追い付かなかった。恭子さんの部屋が空になってる。事件か⁉ 
 
    「今日のところは教科書を持って帰りましょ」 
 
    　花音が持ってきた鞄に教科書を仕舞ってくれた。相変わらず準備がいい。この鞄が準備されているという事は、花音はこの状況を予測していたという事か。俺は家に帰った。途中のことは全く覚えていない。夕飯を食べたかも、風呂に入ったかも覚えていないのだ。花音もいつ家に帰ったのか。俺には全てがどうでもよくなっていた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　絶望と希望 
 
    　翌日になっても、恭子さんからメッセージに返事はない。それどころか既読が付かない。恭子さんが俺の前からいなくなった。俺はこの事実を受け止めきれないでいる。今朝も家を出たけど、全く心が追いつかない。他の人と歩くスピードが合わない。ついには駅のホームのベンチに座り込んでしまった。自分でも普通ではないのは理解しているがどうしようもないのだ。何本も何本も電車が目の前を通りすぎていく。電車を見ていたと思うが、別にその情報は脳髄に届いてない。自分で思っている以上に参っているようだ。 
 
    そう言えば、恭子さんとの出会いも駅のホームだった。ホームにいれば彼女と会えるかも。俺は吸い込まれるように特急電車に近づいていた。 
 
    電車には恭子さんが…… 
 
      
 
      
 
    「将尚！」 
 
      
 
      
 
    　名前を呼ばれ、腕をグイッと引っ張られて我に返った。目の前には轟音を立てて通り過ぎる特急電車。後ろには、俺の腕を引っ張る花音。そこで理解した。 
 
      
 
    ―――　花音がここ数日俺につきっきりだったのは、これだ。 
 
      
 
    　恭子さんがいなくなることを知っていたのは当然で、俺が衝動的に何かしないか見張って、何かある時には止めにかかるために…… 
 
    「花音、ありがとう。俺は普通じゃなかった……」 
 
    　花音は無言だったし、無表情だったが、少しだけ微笑んだように見えた。気を落ち着けるために、駅のコーヒーショップに入った。気分的にはもう、学校に行く感じじゃない。花音にロイヤルミルクティをおごって、自分はカフェオレを飲んだ。いつかのちょうど真逆だ。まさかコーヒーをおごる方の立場になるとは…… 
 
    　朝のコーヒーショップは比較的客がいたけれど、俺は座って話ができればよかった。別に聞かれたら不味い話ではない。向かい合わせに小さなテーブルの席についた。これでいい。 
 
    「いただくわ」 
 
    　花音がマグカップに口を付けた。安い店だが、カップは陶器の器で今の気分にはマッチしていた。予てから紙コップのコーヒーはどこか味気ないと思っていたからだ。 
 
    「恭子と約束したわ。彼女がいなくなっても探さないって」 
 
    　花音は何か知っていないか、俺が気にしているのを察知して先に答えた。質問する前に答えられたら俺のセリフはない。しかし、やはり花音は知っていた。恭子さんがいなくなる事を。 
 
    「理由とか聞いてないか？」 
 
    「さあ？」 
 
    　花音のことだ。理由くらいは思い当たるのかもしれない。それでも俺には教えてくれないってことだろう。 
 
    「私も連絡してみたけど、返事がなかったし、何も聞いてないから、本当にどこに行ったか知らないわ」 
 
    　何となく花音が言っていることは本当だと思った。 
 
    「俺も何も聞いてない。……もう、会う気はないって事かな」 
 
    「ふっ、恭子もお馬鹿よね」 
 
    　考えてみれば俺と恭子さんの共通点は何もなかった。出会いも含めて、微妙なバランスの上に成り立っていた関係だった。何かひとつ小さなことが変わるだけで簡単に壊れてしまう関係……俺と恭子さんの間で何が変わってしまったのか。 
 
    「恭子の事は私も気に入っていたの。だから約束を破るのもなんだし、将尚が恭子との約束を守ったら、私の方が破ってもいいわ」 
 
    　何だかよく分からない理論だが、俺が何かしたら花音が恭子さんを探してくれるというのだろうか。彼女は探偵ではない。全く手掛かりがなく、つながりが切れてしまった人を探す事などできるのだろうか。それこそ、他県に行ってしまっているかもしれないし、日本国内にいるとは限らないのだ。 
 
    「信じられないって顔ね。私なら恭子が世界のどこにいても見つけることができるわ」 
 
    　言い切ったよ！　このクールビューティ！　花音が言うからには本当だろう。 
 
    「じゃあ、俺が守る恭子さんとの約束って？」 
 
    「大学に行くんでしょ？」 
 
    　なぜ、そのことを知っている⁉　俺、いつか話したかな？ 
 
    「次の中間でトップを取れば、大学の推薦がもらえるわ。それでとりあえず守った事になるんじゃないかしら」 
 
    　確かに、それはそうかも。でも、俺が一学期期末でトップになれたのは、過去問があったからだし、恭子さんが家庭教師してくれたからだし、花音ノートがあったからだし、花音が手加減してくれたからだ。その肝心な恭子さんがいないのでは…… 
 
    「将尚、これ何だか分かる？」 
 
    　花音が鞄から金槌かなづちを取り出した。ついに凶器を⁉ 
 
    「金槌……」 
 
    「そう、南京錠は上手く叩くと鍵なしでも開くのよ」 
 
    　何そのライフハックみたいなやつ。そんなの聞いた事がない。そもそも、今なぜ急にそんな話をし始めた。花音は金槌を仕舞うと、次に古い封筒をカバンから取り出した。そして、その中身をテーブルの上に取り出した。 
 
    「これでしょ？」 
 
    　封筒には「③」と書かれていた。よく見ると、封筒の口には糸がグルグル巻けるようになっていた。あの名前は……玉たま紐ひもだったか。テーブルの上に出された紙には見慣れた文字と、見慣れた名前があった。これはまさしく恭子さんの過去問。これがあれば二学期中間テストも各教科８０点くらいは取れるようになるというチートアイテム。 
 
    「なんで、花音がこれを……」 
 
    「私は出来ないこと以外は何でもできるの」 
 
    　ただ普通の事を言っているだけなのに、花音が言うと凄いことのように感じる。なんだ、この説得力。 
 
    「今回、計画は私が立てるわ。進捗は一緒に見ていきましょう。工程管理はアプリがあるから、簡単に見れるようになるわ」 
 
    　一学期期末テストの時の環境を、今度は花音が再現してくれるって事か⁉ 
 
    「家庭教師も住み込みでやるわ。将尚のお母様には既に了承を得ているし」 
 
    　いつの間に⁉　しかも、本人の俺不在の中‼　しかも、うちに住み込む気だし！ 
 
    「性奴隷の部分は、私では恭子のようにはいかないけれど、できるだけ将尚の欲望に応えるようにするわ」 
 
    　そこは勉強とセットじゃないから！　俺は勉強を教えてくれる人を襲う習性とかないから！ 
 
    「今回は、テストまで約一か月あるわ。普通に頑張れば楽勝じゃない？」 
 
    「そうは言っても、学年トップだろ……」 
 
    「大丈夫よ。私がいるもの」 
 
    　ああ、花音の言葉を聞いたら、絶対大丈夫って思ってしまった。ついさっきまで、特急電車に吸い込まれそうになっていた俺が、二学期中間テストで学年トップを取ろうとしている。なんとなく、まんまと花音の口車に乗せられているような気もするけれど、恭子さんを見つけるには花音の協力が必須だ。時間と手間はかかるけれど、一番確実で結果的に最短ルートに違いない。俺は、全力で勉強することにした。 
 
    「じゃあ、推薦も取らないといけないし、出席点稼ぎに学校に行きましょ？」 
 
    「分かった」 
 
    　前向きに学校に向かっている俺は、完全に花音にコントロールされている。もしかして、人ってこうやって洗脳していくのか⁉ 
 
    　＊ 
 
    　学校に着いた。既に一時間目の最中で、学校内は静かだ。横を歩いていた花音が俺の腕に自分の腕を絡ませてきた。 
 
    「お、おい」 
 
    「あら、今は学校内では私と仲良くしておかないと、大変なことになるわよ？」 
 
    　そう言えば、花火大会の時に「恭子さんがカノジョだ宣言」を健郎＆明日香と委員長にしてしまったのだった。花音を目の前にそんな話をするような連中じゃない。俺は花音と一緒に過ごす必要があるようだ。教室に向かって廊下を歩いた。ドアを開ける時、教室中のヤツが注目するから、俺のメンタルではやられそう。ドアを開けた後は「すいません、遅れました」と言って教室に入るのだ。そこまでは普通のことだとしても、横に花音がいて、腕を組んでる……もう考えただけで胃が痛い。クラスメイト達は何故遅れたのか考えるだろう。下世話なことを考えるヤツもいるだろう。想像とはいえ、花音が汚けがされるのが俺には耐えられない。 
 
    「将尚」 
 
    　廊下を歩いている最中に花音に話しかけられた。 
 
    「誤解されないように、トイレとかに行く？」 
 
    「一人がトイレとかで時間を潰して、別々に教室に入るってこと？」 
 
    「『あの二人、どこかでセックスしていたから遅れたんじゃないか』と何もないのに思われないように、ちゃんと事前にしておけば、誤解にはならないわ」 
 
    　発想が斜め上！　とんち問答か。花音は、一休さんかよ。そして、可愛い顔でセックスとか言うなよ。花音が腕を組んだ状態で教室に入ったら、案の定、教室内がザワザワしてた。 
 
      
 
    『え？　え？　え？　藤倉さん、武田と付き合ってるの⁉』 
 
    『結局、付き合った⁉』 
 
    『藤倉さんの方が武田を好きって話、本当⁉』 
 
    『カラオケん時の話、本当だったー→』 
 
    『なんで二人そろって遅刻⁉　何かしてたんじゃ⁉』 
 
    『そういえば、花火大会で見たって人がいるって』 
 
      
 
    　なんか色々聞こえる。ＳＮＳとかあるから、俺の見えないところでコソコソやってほしいんだけど……ちょっと涙目。 
 
    「よお！　なんか凄いことになってるな！」 
 
    　席につくと、健郎がこっそり話しかけてきた。 
 
    「概ね想像してる通りだよ」 
 
    　鞄を机の横のフックにかけながら、こっそり返事をした。 
 
    「俺の想像ではすっごいことになってるけど、それでおｋけ？」 
 
    　どんな想像をしているか分からないけれど、恭子さんとは肉体関係で、俺は恭子さんと花音の二股かけてる最低野郎ってところだろう。それはそのままなので、誤解でもなんでもない。 
 
    「おけ」 
 
    「おおーー！　ちょっと今度詳しく話聞かせてくれよ！」 
 
    　俺の最低話は健郎や明日香には話してもいい気がする。なんか悪気があるとか、変に蔑もうとしているのではないのが伝わるからだ。その上で、批判があるならば俺はちゃんと耳を傾けないといけないのだ。恭子さんがいなくなってからの学校生活は今まで以上に大変そうだ。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音との新しい学校生活 
 
    　今までは目が覚めたら恭子さんが目の前にいた。でも、夏休みが明けて実家に戻った俺は一人で目覚める。ただ、高確率で花音が起こしに来る。 
 
    「おはよう、将尚」 
 
    「おはよう……」 
 
    　挨拶を済ませると、花音が行ってしまった。まさか、クラスの人気者が家に住み込みで家庭教師をしに来るなんて……部屋こそ別々だけど、夜はパジャマ姿を初めて見てしまった。色々ドキドキしてしまう。美少女住み込み家庭教師……ラノベだったらそれだけで１冊の本になりそうだ。普通だったら、設定が難しいだろうなぁ。主人公は絶対一人暮らしだ。世の中に一人暮らしの高校生男子がどれくらいいるのか統計を取ってみたい。 
 
    「将尚、寝てるの？」 
 
    　ドアが再び開いて、花音が顔をのぞかせた。俺、いま全力で二度寝に向かってた。慌てて起きて着替える。洗面所で顔を洗って、リビングに。 
 
    「お兄ちゃん、おはよ」 
 
    「はよ」 
 
    　琴乃もテーブルの席についてる。母さんはキッチンで朝ごはんの準備と弁当の準備。父さんは既に会社に出てしまっているようだ。テーブルには花音と琴乃が向かい合わせで座っていて、俺は花音の席の隣らしい。元々花音が座っていた席は、琴乃の席だったはずが…… 
 
    「お兄ちゃん、こんな美少女と同棲とか、ラノベ主人公？」 
 
    　そのディスりやめていただきたい。ついさっき俺も同じ事考えちゃったので、思考が同レベルだと実感してしまうから。花音は家族にどんな立場として受け入れられているのか。ホント聞いてみたい。 
 
    家を出たら駅までは二人で歩いて行く。横に並んで、以前花音と付き合っていた頃のように。俺と花音二人だけの場合、あまり話題はない。そもそも共通点がほとんどなかった。あえて言うなら「他人に興味がないこと」だろうか。それも、恭子さんに出会って、最近では父さん、母さんについて考えられるようになったし、花音の事も考えるようになった。 
 
    　花音も俺や恭子さんと関わることで、他の人とも関わらざるを得なくなり、最近ではちょっと変わってきていると思う。以前は教室内では、クールビューティ・モードだけだったが、最近では他の顔も見せるようになって来ている。学校内に入ると、手をつないでいる。花音とは仲良くしていると思われた方がメリットは大きいからだ。実際仲は悪くない。むしろ、仲は良いと思う。 
 
    　実は、他のことでもクラス内で花音が話題だ。健郎＆明日香と委員長と行ったカラオケでの照れ顔が破壊的可愛さという噂が飛び交い、男女問わずちょいちょい花音に話しかけている節がある。そんな顔見たことないから、俺もぜひ見てみたい。そう言えば、いつかの可愛い顔は照れ顔だったのではないだろうか？　あまり見せてもらえなかったので、分からないけれど。花音にはまだまだ人気の秘密があるようだ。 
 
    　教室では、休み時間中よく花音が俺の横に来るようになった。クラスメイトからちょくちょく話しかけられて避難してきている節もあるし、委員長から俺を守ってくれている節もある。健郎と明日香がやけにニマニマして生温かく見守ってくるのだけど、口で言って欲しい。そしたら、色々言い返せるのに、視線だけなので俺は何も返せないでいる。花音との関係で少し変わったことと言えば、屋上前の踊り場に行かなくなったことだ。二人だけで話す場は不要になり、教室で話しているのだから。昼休みは、花音と机を並べて弁当を食べる。 
 
    　机を２つ横並びにして食べるのだけど、向かいに健郎＆明日香が座る。 
 
    「ちょ！　お前ら弁当のおかずが同じとか、どうなってるんだよ⁉」 
 
    「花音ちゃんのお手製？」 
 
    　健郎＆明日香は興味津々だ。母さんが花音の分まで弁当を作ったらしい。 
 
    「将尚のお母様が作ったの」 
 
    「「お母様‼」」 
 
    　あ、健郎＆明日香の声がハモった。 
 
    「将尚、今日の帰りはちょっと文具屋によってペンを買いたいのだけど」 
 
    「あぁ、駅前のでいい？」 
 
    「ん」 
 
    　そう言えば、昨日ペンのインクが切れたって言ってたな。 
 
    「おや？　デートですかな？」 
 
    「おや？　放課後デートですかな？」 
 
    　この二人隙を見ては煽あおってくる。 
 
    「買い物だよ。単なる買い物」 
 
    「あと、そろそろ下着を買い足す必要があるので、将尚に選んでもらうかしら」 
 
    「したっ……！」 
 
    　健郎＆明日香が顔を見合わせた。絶対花音は分かっててわざと言ってる。 
 
    　最近、少し変わったことの一つが、「空気ブレイカー」こと琴乃がちょくちょく教室に来るようになった。 
 
    「あ、花音ちゃーん！」 
 
    　昼休みだからか琴乃が教室に普通に入ってきた。しかも、俺ではなく、花音ダイレクトに。 
 
    「わーい！　花音ちゃんだー♪」 
 
    　教室に来て早々、花音に抱き付いた。クラス内は少しザワザワした。そんな気軽に花音に接することができる人間がこの教室内にはいないのだ。それなのに、リボンの色と上靴の色で一年生と分かる琴乃が、三年の教室にきて花音に抱き着いた。 
 
    「花音ちゃん、あれ貸してほしくて。帰ったら返すから」 
 
    「あぁ、返さなくていいわ」 
 
    「ホント？　ありがと♪」 
 
    　琴乃が何かを受け取って自分の教室に帰って行ってしまった。俺にも何か一言くらいあってもいいんじゃないの？ 
 
    「藤倉さん、いまの誰？」 
 
    「可愛い後輩ちゃん？」 
 
    　近くにいた女子たちがチャンスとばかりに花音に話しかける。 
 
    「今のは将尚の妹よ」 
 
    「「え⁉」」 
 
    　花音と俺の妹が仲が良い。あ……察し。みたいな顔をしている。普段、あまり話すことがない女子の視線とか落ち着かなくなるだけなんだけど…… 
 
    「え？　花音ちゃんと琴乃ちゃん仲が良いの？」 
 
    　明日香が俺に聞いてきた。 
 
    「うん、いつの間にか……」 
 
    「花音ちゃんがよく家に行くから、琴乃ちゃんと顔を会わせる機会が多くて、仲良くなったとか……」 
 
    「うん。そうだと思う」 
 
    　ただ、その時、俺はいなかったけれど。家出中で俺がいない家に行って、家族と仲良くなるとか普通の人にできる⁉ 
 
    「お前ら何か面白いことになってるな！」 
 
    　健郎よ、俺もそう思うよ。とにかく、花音に近寄り難い空気を琴乃が見事にぶっ壊しつつある。普通に来て、抱き着いて帰って行ったり、頭をなでて帰って行ったり。花音よ、それでいいのか？　花音がクラスメイトに気軽に話しかけられ始めたから、俺的にはＯＫなんだけどさ。 
 
    　家に帰ってからは、ひたすら勉強。恭子さんの残してくれた過去問をやり込む。単なる暗記ではなく理解。多少数字が変わろうと、内容が変わろうと解けるように特訓。教科書に出ている類似問題まで把握していった。しかも、俺が集中している時には、こっそり顔を出した琴乃が「花音ちゃんここ教えて～」と紛れ込んできて、一緒に教わっていた。一年の内容でも三年の内容でも行けるとか万能すぎる。しかし、花音の目は「私は有能だけど、万能ではないわ」と言っていた。いや、それくらい口で言ってよ。 
 
    　＊ 
 
    　勉強の進捗は順調だ。恭子さんがエクセルで作ってくれた「バーチャート工程表」は何をするのか、日程とすることが書かれたものだった。花音は、アプリを準備していた。スマホとパソコンで見れるので、いつでもチェックできる。しかも、花音との情報共有もリアルタイムだ。勉強の進み具合をグラフで見る「バナナ曲線」も俺がどこまでやったか入力するだけで、自動更新されていく。最近のアプリ凄い。質問は当然しやすい。相手は花音だから。聞いた事も的確に答えてくれる。何ならこちらが聞きたいこと以上に教えてくれた。聞けば答えがあるというのは何と安心することだろう。これはかなり心強い。今回も「花音ノート」を作ってくれていた。授業中に先生が何度も言ったところなどがまとめられている。もっとも、今回はテスト範囲の授業は一緒に受けているので、俺も授業中の先生の話に集中していた。 
 
    　失敗はない。トラブルもない。まさに順調。花音は手際もいいし、問題が起きそうな事は先回りして全部解決してしまう。日々が淡々と過ぎていく。凄い事だ。凄い事なのだけど、俺は少し物足りなさを感じ始めていた。 
 
    　何かが足りないのだ。勉強は完全に予定通り。以前の経験を踏まえると今回もかなり上位に行ける手ごたえは感じている。それなのに何かが足りないのだ。俺はそれが何なのか考えた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　二学期中間テストの結果と報酬 
 
    「将尚、ちょっといい……？」 
 
    　夜中の自宅で、花音が部屋に来た。相変わらず、住み込み家庭教師とか訳の分からない立場で、俺の家に寝泊まりしている。彼女は別の部屋を準備されていて、そこに寝泊まりしていたので、夜中に俺の部屋に来るのは初めてだった。俺は寝る前にベッドに寝転んで、本を読んでいた。時間は夜の１１時３０分。割と遅い時間だし、何かトラブルだろうか。 
 
    「どうした？」 
 
    　花音はパジャマ姿で俺の部屋に入ってきた。パジャマがヒラヒラしててまた可愛いなぁ。目に毒だぜ。 
 
    

  

 
  
    
 
    [image: 屋内, 衣料, 人, 座る が含まれている画像  自動的に生成された説明] 
 
    

  

 
  
   「もう、２週間毎日ベッドで待っているのだけど、いつ夜這いに来るの？」 
 
    「ぶっ」 
 
    　思わず吹き出してしまった。なぜ、下に家族が寝ていて、隣の部屋に琴乃がいる状態で夜這いに行くと思うのか。花音がベッドに座った。ギシ、とベッドのスプリングの音がした。 
 
    「お前なぁ……」 
 
    　俺は恭子さんと付き合っている。浮気は良くない。しかも、俺が花音に何かする訳がない。 
 
    「将尚は誤解している」 
 
    「誤解？」 
 
    「将尚は、私を聖人せいじん君子くんしか何かだと思ってるんじゃないの？」 
 
    　まあ、控えめに言って天才？　もう、人知を超えた女神的な存在とは思ってるけど……？ 
 
    「私は普通の女の子。女の子として見てもらえないと傷つくわ」 
 
    「女の子として見てないとか全然ないけど……」 
 
    「もっと、性的な目で見てみましょうか。若い時には間違いのひとつやふたつ当たり前よ」 
 
    　なんか、いいことっぽく言ってるけど、割と最低なこと言ってるからな。 
 
    「とりあえず、触れてみるところから……」 
 
    　花音がベッドで横になっている俺の脚を跨またいで座り、彼女は自分のパジャマの裾に手をかけた。ベッドがギシギシいっている。 
 
    「待て待て待て待て！　その気になったら俺は自分自身を止められないぞ！」 
 
    　そりゃぁ、こんな可愛い子が目の前で服を脱ぐような据え膳があったら、当然美味しくいただいてしまう。皿を舐め上げるくらいまでちゃっかりいただくだろう。でも、それでは、恭子さんの問題は解決しないし、花音との関係も結果的にめちゃくちゃになってしまうだろう…… 
 
    「そういえば、恭子さんから聞いたぞ。俺と付き合ってた時、関係が停滞してたから別れ話をしたって」 
 
    　そう、俺は花音に一度振られている。 
 
    「その時、『別れ話』『セックス』『心中』の三パターンがあったんだろ？　前回は『別れ話』で、今回は『セックス』を選んでるんじゃないのか？」 
 
    「やれやれ、知恵が回るようになったものね」 
 
    　お腹まで見えていた花音がパジャマの裾を直した。お腹が見えた時点でだいぶ破壊力があった。 
 
    「つまり、今の俺との関係では物足りなさを感じている、ってことだろ？」 
 
    「……」 
 
    「俺とお前の間で、最近変わったことなんて一つしかないじゃないか。だから、動いてくれようとしてるんだろ？　恭子さんとの約束を破ってまでも。それだけじゃ、心配だから俺と恭子さんの約束を守らせようとしてるって事だろ？」 
 
    「そこは想像に任せるわ。でも、私は一人のメスとして、オスの将尚を狙っているのも本当よ」 
 
    　そんな直接的なことを言ってくれるのは嬉しいけど、やっぱり…… 
 
    「『恭子問題』が解決したらいいのね？」 
 
    「あぁ、まずはそこからだ」 
 
    　花音がベッドから降りて立ち上がった。 
 
    「二週間後、中間でトップ取らせてみせるから」 
 
    　背を向けたまま、少しだけこちらを見て花音が言った。まあ、一番のライバルはお前なんだけどな。どうして俺の周りにはこう、問題が次々起きるのか。今できることはしっかり勉強することだけ。今度は恭子さんなしで。俺は今さっき見た花音のお腹のことは忘れるように努力しつつ眠りにつくのだった。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　花音に「二学期中間でトップを取らせる」って宣言された。まあ、頑張るのは俺だけど……ただ、花音が言ったからには、ちゃんとそうなるはずだ。あの人、チートもチート、今まで言ったことを全て実現しているだけじゃなくて、約束の一つも違たがえていないのだから。この二週間も何のトラブルもなかった。テストも受けた。テストは何度受けても慣れないけれど、前回よりは少しだけ心に余裕はあった。実に淡々と事は進んだ。 
 
    　ちなみに、今回は全部で１２教科。美術や体育も入っているけれど、貼り出されるのは主要科目のみ。前回同様８００点満点での勝負となる。例によって昼休み、食事は後回しにして、花音と貼り出されている成績を見に行く。 
 
    「なんかすげえ、緊張する」 
 
    「もう何もできることはないのだから、落ち着きなさい」 
 
    　花音は相変わらず冷静だ。ホントすごいわぁ。廊下を進むと、成績一覧が貼り出されている。もう何人かは紙の前にいるようだ。１００位から見えるようになった時、花音が俺の手を握った。その手は、少し震えていた。やっぱり、ちゃんと緊張するんじゃないか。素直じゃないなぁ。いかんいかん、花音の良いところを見つけても何も良いことはない。 
 
    「じゃあ、一気にトップを見に行くか」 
 
    　俺も花音の手を握って進んだ。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　俺と花音は、久々にあの屋上前の踊り場に来ていた。 
 
    「はー、終わったな」 
 
    「そうね」 
 
    「いやー、参った参った」 
 
      
 
    　俺、７９６点。 
 
    　花音、７９６点。 
 
      
 
    　同率一位……１～２問落としたみたいだ。 
 
    「こういう場合、どうなるんだ？」 
 
    「トップには違いないでしょ？　一度も単独一位じゃないとダメなんて言ってないわ」 
 
    　そうか。またトップか。二度目のトップ。実は、さっき成績表を見ている時に担任がたまたまいて「こりゃぁ、推薦確定じゃないか？」って言われた。俺が、参ったと思っていたのは、花音は今回満点予告をしていた。それが崩れた。また手加減だろうか。そんなぴったりに俺の点に合わせて来れるものか⁉　間違いなく俺は満点狙っていた。花音が満点狙っていたからだ。満点でなかった時点で終わったと思ったのに、まさかの同率一位。当初の俺が想像しない結果だった。 
 
    「確認だけど、恭子さんを探すのは手伝ってもらえるんだよな？　推薦はまだ決定じゃないけど」 
 
    「ん、約束だから」 
 
    　返事と同時に瞬きでも答えた。長い睫毛がとても可愛らしい。 
 
    「後、何かあったっけ？」 
 
    　もう、有耶無耶うやむやになっているから、ちょっとぼんやりしているけど…… 
 
    「私の方が点が高かったら、将尚と付き合う。私の方が低かったら次回に持ち越し」 
 
    　そんなのあったな。ちょっと待て。じゃあ、同点ってことは有耶無耶に……しかも、既に俺と花音が付き合っているような雰囲気がクラス内にあるから、今回のテストの結果を気にしているヤツはいない。完全に有耶無耶。模試でＣ　判定出したら、２学期中間の結果を有耶無耶にしてくれるって言ってた。模試の結果はまだ出ていないのだけど、前倒しして約束を守ってくれたのか⁉ 
 
    　よく考えたら、花音は今回「満点取るかも」って言っただけ。「取る」とは言ってない。「取るかも」だ。そう考えれば、また約束は一つも破らずに、予告通りの結果を出したことになる。どこまで狙ってるんだ、この美少女は。 
 
    「じゃあ、恭子探し、今日から始めましょうか。放課後、将尚の家に行くわ」 
 
    「うち？」 
 
    「ネット環境とパソコンがいるわ」 
 
    　ネット検索したら恭子さんの位置が分かるとかではないだろうに……なんかファンタジーな方法で見つけるのかな？　それだともう俺の出る幕なさそうなんだけど…… 
 
    「８０パーセントまでは私が見つけるから、残りの２０パーセントは、将尚お願いね」 
 
    　俺の活躍の場も作ってくれるってか。この美少女にくいぜ。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　放課後、花音と俺は俺の家に戻ってきた。一応、花音は中間テストが終わるまでの住み込み家庭教師という話だったみたいで、テスト終了日には自分の家に引っ込んだ。まだ、花音の荷物はいくらか置いてあるので、それを引き取りに来たついでという感じも否めない。とりあえず、俺は部屋のパソコンを起動させた。 
 
    「これで使えるぞ。ネットもつながってる。そんなに回線速くないけど」 
 
    「大丈夫。速さは必要ない。ただ……」 
 
    　一拍空けてから花音が続けた。 
 
    「一応、犯罪だから、将尚は見ない方がいいかも……」 
 
    「俺が恭子さんを探してるんだ。毒を喰らわば皿までだ。誰かを傷つけたりしない限り俺も付き合う」 
 
    「『付き合う』の部分をワンモア」 
 
    　花音がスマホのボイスレコーダーを準備しようとする。 
 
    （デュクシ）「きゃん」 
 
    　可愛い悲鳴を聞いてしまった。とりあえず、チョップでツッコんでおいた。美少女にチョップはしても大丈夫だったのだろうか。 
 
    「さて……」 
 
    　花音が気を取り直して、パソコンデスクに座り、ブラウザを立ち上げた。俺はどんな裏ワザで恭子さんを見つけるのか、興味津々だ。花音がアクセスしたのは、クレジットカード会社の会員向けログインページ。よどみなくカード番号を入力していく花音。 
 
    「この番号……」 
 
    「恭子のクレジットカードの番号よ？」 
 
    　何故、花音がそれを知っている⁉　しかも、なにも見ずによどみなく打ち込める⁉ 
 
    「以前、恭子にケーキをご馳走になったじゃない？」 
 
    「もう、かなり前な」 
 
    「あの時、会計にカードを使っていたから番号を見ていたの」 
 
    「は⁉　一瞬じゃない⁉」 
 
    「一瞬でも見たものは忘れないわ」 
 
    　瞬間記憶か、完全記憶か知らないけど、本当に覚えているんだ…… 
 
    「お前はホント有能だな！」 
 
    「……やっと私のことが分かってきたみたいね」 
 
    　いつもと違って花音が少し嬉しそうだった。 
 
    　次に、パスワードを入力していく。 
 
    「パスワードは分からないだろ⁉」 
 
    「いくつか候補があるから……はい、ログインできた」 
 
    「うそ～ん！　もし、これでダメだったら？　終わりだったってこと⁉」 
 
    「その時は、『質問』の答えを事前に聞いているから」 
 
    「どういうこと？」 
 
    「パスワードの再設定の時に、『初めて飼ったペットの名前』とか『母親の旧姓』とか『卒業した小学校』とかがあるでしょ？　アレを事前に普通の会話の中で訊いてたから」 
 
    「いや、どんだけ用意周到なんだよ！」 
 
    　クレジットカードとかだったら、セキュリティも高いだろうに、こいつは楽々ログインしてみせた。登録情報から、住所を見れるのかと思ったけれど、登録はあのマンションの住所だった。 
 
    　次に、花音は「利用履歴」を見ていた。コンビニ、スーパー……俺が見る限り、特に得られる情報はない。花音は地図サイトを立ち上げた。コンビニ名と支店名を地図サイトに入力して場所を見ているみたいだ。 
 
    「恭子はここから１３駅離れた、隣の県にいるわね」 
 
    「ええ⁉　それで分かるの⁉」 
 
    「どうも恭子はコンビニで買い物する時はカードみたいね。週５で買い物してるわ。しかも、ある程度決まった場所で。利用時間からして、この辺りで働いているのかしら」 
 
    「そんな事まで分かるんだ」 
 
    「後は、スーパーの利用も多いわ。結構遅い時間なので遅くまで残業しているわね」 
 
    「なるほど」 
 
    「そして、使ってる額から、割引のお惣菜辺りを買っているわね。酎ハイも一本買ってるってとこかしら」 
 
    「そこまで分かるの⁉」 
 
    「スーパーは自宅から１０分以内の場所を選ぶ傾向があるから、大体このスーパーから半径８００メートル以内ってところかしら」 
 
    　いきなり半径８００メートルまで特定したよ！ 
 
    「俺、早速行ってみる！」 
 
    「今の時間、多分仕事中よ。こちらも準備をして、夜にこのスーパーに行ってみましょう」 
 
    　ちゃんと理にかなっている。説得力がある。俺一人だったら、慌てて行って成果なしで帰って来る未来が容易に想像できる。俺達は、早めの食事を取って夜に控えたのだった。 
 
    

  

 
  
   §　カノジョの捜索 
 
    　まあ、考えてみれば、逃げていったカノジョを追いかけるって、俺はストーカーかよ。全くのノーヒントだったから、恭子さんはガチで俺の前から姿を消したって事。「もう二度と会わない」ってメッセージも見え隠れする。今までの俺だったら、それ以上は追いかけなかったかもしれない。諦めていたかもしれない。 
 
    でも、今は違う。ちゃんと確かめたい。恭子さんは俺に愛想を尽かしていなくなったのかどうか。彼女の口から聞きたい。誤解だけは嫌なんだ！　なんとか花音の協力を取り付けて、恭子さんが生活しているであろうエリアを突き止めた。それまでに一カ月ちょいかかってるけど、多分これが最短ルート。俺はそう信じている。ただ、まだ恭子さんの今の家とかは分からない。ここからは俺の仕事なのだ。花音が作ってくれた俺の見せ場だ。 
 
    　初日は花音と一緒に恭子さんがよく利用しているというスーパーに行ってみることにした。うちの最寄り駅から１３駅離れた隣の県、移動だけで４５分。なかなか微妙な距離にいた。これを一人で探すとしたら、一カ月かそこらでは行き当らなかっただろう。県内か県外かすら分かっていなかったのだから、正に雲をつかむ様な話だった。 
 
    分かったとはいえ、高校生にとって夜８時に隣の県のなんでもないスーパーに行くというのは変な感じ。違和感しかない。恭子さんはいつこのスーパーを利用するのかは分からないのだ。早めに行って張り込む必要がある。 
 
    　クレジットカードの利用履歴からは、利用した日しか分からない。時間はそれぞれ利用された順番から花音が推測したものらしい。コンビニは利用頻度が多いけれど、昼の時間になる。俺も学校があり、サボると大学の推薦がもらえない可能性がある。それだと恭子さんとの約束が守れない。 
 
    そこで、夜のスーパーを中心に狙うことにした。スーパーの張り込みは意外と難しかった。トイレは店にあるけれど、そんな店内に一時間も２時間もいるのは不自然だ。万引きと疑われそう。しかも、入店する客をいちいちチェックしていたら、店の人に不審に映ってしまう。 
 
    花音と買い物をした後、一旦外に出て、店に出入りする人を観察していた。コンビニ前でたむろっているヤツらが邪魔な様に、スーパー前でうろうろしている俺達もきっと邪魔だろう。でも、背に腹は替えられない。なんとしても恭子さんを見つけたい一心だった。 
 
    俺は気づいている。ただ元カノというだけでこんなに親身になってくれるヤツなど存在しない。花音は俺の事を好きでいてくれる。恭子さんが見つかって、うまくいったら自分の立場が危うくなるってのに。多分、一生花音に頭が上がらないな。そんな余計なことも考える時間はたっぷりある。 
 
    　他には、恭子さんに会ったらなんて言うか。そして、恭子さんがどんな顔で、なんて答えるか……ついつい、考えがネガティブになってしまう。俺の悪いところだ。待っている間も隠れた方がいいのか、恭子さんから見つかりやすいところにいた方がいいのか悩む。俺の前からいなくなったって事は、俺の姿を見たら見つからないように身を隠してしまわないかなぁ。 
 
    　結局、初日は夜中の１１時まで粘ったけれど、恭子さんを見つけることはできなかった。来るかどうか分からない人を延々待つのは意外に大変なことだ。「３０分待って」と言われたらそれなりに覚悟をして待つだろうし、スマホでゲームを始めるかもしれない。でも、病院などでいつまで待つのか分からない状態で待つ３０分は長く感じる。あれの感じだろう。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　それから一週間。スーパーに通いつめているけど、恭子さんは見つからない。花音は時々付いてきてくれる。俺の日課として、学校が終わったら家に帰り着替えて勉強。その後早めに食事をして、隣の県のスーパーへ。花音が一緒の日は、駅で合流していた。ホントにあのスーパーなのか……そもそも違っていたらどれだけ探しても見つからない。花音が俺に恭子さんを諦めさせるために嘘情報を……いや、それはないな。花音はいつも誠実だった。そして、俺の事を考えてくれていた。この辺が俺の弱さだろうか。疑っている訳じゃないけど、つい悪い方に考えてしまう。 
 
    　＊ 
 
    　今日は花音と一緒に行く日。まだ１８時だから随分早い。いつものように、電車に乗って１３駅移動する。駅のホームに着いたけど、終わりのない張り込みに少し疲れが出てきた。せめて、手がかりの一つでもあれば全然違うのに……ベンチに座って休む俺の横に花音も座っている。相変わらず、私服も可愛い。あぁ、益々可愛く見える花音を横に、俺はどうしたいのか悩んでいた。 
 
    　花音とやり直したいと言えば、恐らくＯＫしてくれるだろう。以前の失敗を繰り返さないためにも、俺はなにか新しいことをするかもしれない。共通の趣味を持つとか、共通の友だちを作るとか。イチャイチャするのも良いだろうし、花音が言うように身体を重ねてもいいのかもしれない。ただ、なにか足りない。決定的になにか足りない。また振られる未来が想像できてしまう。これは一度振られたトラウマなのか、ネガティブを拗こじらせているのか…… 
 
    　恭子さんとの事も破綻させてしまった。俺が子ども過ぎたのかもしれない。なんでも彼女に任せ過ぎだった。俺がやったのは精々、風呂掃除くらい。カビ取りだって黒いのは取れたけど、あれば黒い色が取れただけで実際は菌が残っているらしい。市販のカビ取り剤とはそのようなものらしい。つまり、表面的に取り繕っただけ。俺を見事に表していた。 
 
    　恭子さんとよりを戻せたとしても、俺は大学に進むつもりだし、そうなると後４年間は学生だ。稼ぎもなく、恭子さんも養えない。力も何もない俺が、どんな顔して大人の恭子さんと暮らしたいって言うんだ。なんか全てが暗くなってきた。 
 
    「将尚……」 
 
    　花音が俺の表情を見て、心配してくれたのだろう。 
 
      
 
    『チリーン』 
 
      
 
    　ん？　鈴の音？ 
 
    「将尚！　あれ！」 
 
    　花音が指差す先を見た。 
 
    　今さっき着いたばかりの電車から降りたスーツの女性。猫背ですごく雰囲気が暗い。でも、なんとなくあの後ろ姿…… 
 
    　俺は何も考えなしに立ち上がって走っていた。 
 
      
 
    「恭子さん‼」 
 
      
 
    　ビクッとしたスーツの女性。恐る恐る振り返った。あの顔は、目が死んてるけど……あの顔は、顔色が土気色だけど……間違いなく恭子さんだ！　俺は恭子さんに追いつくと、すぐに抱きしめた。しかし、スルリと抜けられてしまった。 
 
    「カツくん……どうしてここに……」 
 
    　俺の後ろに追いついた花音の姿を見て、全てを理解したようだった。 
 
    「花音ちゃん、約束したのに……」 
 
    「私は探してないわよ？　手伝っただけ」 
 
    　白々しく口笛でも吹きそうな顔だった。 
 
    「私は……、私は……、カツくんと一緒にいる資格がないし……」 
 
    　恭子さんは涙を浮べながら後ずさりし、訳の分からない事を言い始めた。 
 
    「アラサーだし、未来があるカツくんは縛れない……花音ちゃんとの方がカツくんは幸せになれるし……」 
 
    　何をどうしてそう思ったのか分からないけれど、身を引いて俺の前からいなくなったって事を言いたいのか⁉　めげずに再び恭子さんを抱きしめた。今度は力いっぱい。逃がさないように。 
 
    「（ぐずっ）ううう……カツくん……一人で頑張ったけど、ダメだった……」 
 
    「たった一カ月でボロボロじゃないか」 
 
    泣き崩れる恭子さんを抱きしめて、頭と背中を撫で続けた。 
 
    「俺のことを考えて姿を消したってこと？」 
 
    「（コク）」 
 
    「一人で頑張ったけど、またブラック企業で社畜になってたって事？」 
 
    「（コク）」 
 
    「一人になって後悔してたの？」 
 
    「（コクコク）」 
 
    駅のホームでスーツのお姉さんがＤＫ（男子高校生）に抱き付いて泣いている光景は中々にシュールで、すぐ隣にＪＫがいるのは、さらに異様な光景にしていた。 
 
    「もう、逃げたって逃がさないよ。ずっと一緒にいてね」 
 
    号泣する恭子さん。俺達はずっとホームで抱き合っていた。 
 
    

  

 
  
   §　特別なパズル 
 
    　恭子さんを駅で見つけた。花音の調査通りだった。やっぱ花音はすごい。詳しく恭子さんから話を聞きたいけれど、もはや、あのマンションすらない。結局、喫茶店に行くことになった。４人掛けの比較的ゆっくりしたテーブルに恭子さんと向かい合わせに座った。俺の横には花音。いつかのファミレスとは席位置が違っていた。 
 
    　店は落ち着いた雰囲気で、１９時過ぎの喫茶店は他に客がいなかった。駅ビル内の騒がしい店とは少し違って、コーヒーも一番安いブレンドで一杯５５０円の店だった。ちなみに、学食のラーメンが３６０円なので、俺からしたら結構な高級品と思っている。 
 
    「……」 
 
    「……」 
 
    「……あなたたち、お見合いじゃないんだから何か言いなさい」 
 
    　一番無口な花音だけが発言するというバグが発生した。 
 
    　上目遣いの恭子さん。後ろめたい気持ちと、恥ずかしい気持ちと、嬉しい気持ちが混じって珍しい表情をしている。 
 
    「恭子がいなくなって、将尚は電車に飛び込もうとしていたわよ。私が近くにいたから止めたけど、次は止められるか分からないわね」 
 
    「えっ⁉」 
 
    　恭子さんが慌てて顔を上げた。半分嘘が入っているのは、同じことをもう二度としないように恭子さんへの脅迫も入っているのかもしれない。いや、その節は花音様には大変お世話になったので、恥ずかしいからその話しはしないでいただきたい…… 
 
    「カツくん、大丈夫だったの⁉」 
 
    「まぁ……」 
 
    「……ごめん」 
 
    「……うん、もういなくならないで」 
 
    「……うん」 
 
    　また恭子さんが赤くなって下を向いてしまった。ちょっと嬉しかったのかもしれない。まあ、俺が何ともないと分かっているから喜んでくれたんだろうけど。花音は俺達の会話を黙って聞いていて、静かに紅茶を飲んでいた。 
 
    「ところで、どうしていなくなったの？」 
 
    　俺は恭子さんにこれを聞かなければならなかった。 
 
    「……ごめん」 
 
    「あ、責めてるんじゃなくて、理由とかあるのかなって……」 
 
    「一つは……お金が無くなって……」 
 
    「退職金は⁉」 
 
    「スパローズ・ティアー（雀の涙）で……」 
 
    「じゃあ、失業保険は？」 
 
    「ブラック企業ってだけじゃ降りなくて……」 
 
    「俺が渡したお金は？」 
 
    「あれは……」 
 
    　ここで花音が黙って手を上げた。俺と恭子さんが花音に注目した。 
 
    「恭子のマンションに教科書と一緒に置いてあったから、回収して将尚の机の引き出しに入れておいたわ」 
 
    「え？　そうなの？」 
 
    「何度か言ったんだけど、あなた聞いてなかったじゃない」 
 
    　恭子さんのことがショックすぎて、何も聞こえてなかったのかも…… 
 
    「使ってよかったのに……」 
 
    「あんな大切なお金使えないよぉ……」 
 
    　また二人とも下を向いてしまった。 
 
    「他は？」 
 
    　最初に「一つは」って言ったんだ。二つ目以降があるはず。 
 
    「貧乏なアラサー独身女より、花音ちゃんと一緒の方がカツくん幸せになれると思って……ご両親、お会いしたらいい方々だったし、妹ちゃん可愛かったし、理想の家族過ぎて、私には眩しすぎて……」 
 
    　弱り目に祟り目といったところか。何か変な劣等感が爆発したのかもしれない。そういうところ俺と似ているのかも。 
 
    「この会話、早送り（スキップ）できないかしら」 
 
    花音は若干蚊帳の外になってしまったので、つまらないらしい。凄く活躍してくれた彼女を放置してしまっては申し訳ない。 
 
    「ごめんごめん。花音、ありがとう。お前がいなかったら、恭子さんは絶対見つからなかった」 
 
    「じゃあ、約束通り、また私はカノジョという事で。よろしくね、将尚」 
 
    「は⁉　え⁉　そんな約束した⁉」 
 
    　急な花音の発言で驚いた。 
 
    「今度は私が元カノ⁉」 
 
    　恭子さんがオロオロし始めた。 
 
    「いやいやいや！　俺は恭子さんと別れないよ！」 
 
    「あなたたちも、もう気付いているんでしょ？　この特別なパズルに」 
 
    「「特別なパズル⁉」」 
 
    　変なところで恭子さんとハモってしまった。驚いて声を出しておいてなんだけど、口に出してしっくりきた感じはある。世間一般の男女は「ベターハーフ」なんて言い方もあるみたいに、自分の片割かたわれ、つまり欠けた方のピースを探す。パズルのピースは二枚だ。 
 
    　マジョリティ（大多数）としては、相手は異性なのだが、マイノリティ（少数）的には男同士、女同士の場合もある。俺達はマイノリティで、三人じゃないとダメだという事だ。二人だけではうまくいかない、いかなかった。つまり、パズルのピースが三枚なのだ。 
 
    　俺と花音だけでは、花音が物足りない。俺と恭子さんでは、恭子さんの劣等感（？）が爆発して蒸発してしまう。　恭子さんと花音では、バチバチにバトル。 
 
    　でも、三人の時は不思議としっくり来ていたんだ。 
 
    「三人でって……こと？　そんなのモラルが……」 
 
    「恭子にモラルを語られるとは思わなかったわ」 
 
    　まあ、自己紹介で「性奴隷」とか言ってたしな…… 
 
    「お姉さん、花音ちゃんだったら、抱ける気がする（ぽつり）」 
 
    「やめて。そういうのじゃないから」 
 
    　花音がちょっと引き気味に言った。 
 
    「新しい扉が開いちゃうかと思って……」 
 
    「将尚、あなた、恭子に普段なにしているの⁉」 
 
    「いや～、普通に……」 
 
    「あれで⁉」 
 
    　いやいやいや！　そこで恭子さんにそんなに驚かれたら、俺は異常性癖とか思われちゃうし…… 
 
    「お姉さん、最近では色々できるようになっちゃって……」 
 
    　いつの間にか、花音が恭子さんの横に移動して、彼女の話を聞いてあげてる。俺ってそんなに異常⁉ 
 
    「恭子、これからは私が半分肩代わりしてあげるから」 
 
    「ホント⁉　頼りにしていいの？　花音ちゃん」 
 
    　ひし、と手を取り合う美女二人。俺、悪あくじゃね？ 
 
    「お姉さん、時々意識無くなってたみたいだし……」 
 
    「辛つらい感じ？」 
 
    「辛いのとは違うけど……あんなことされたら他で代わりが利かなくて……」 
 
    　いや、相当人聞き悪いよ？　俺ってそんなに鬼畜⁉　ついこの間まで童貞だった俺がすることだよ？　大したことないよね⁉ 
 
    「……とりあえず、恭子さん体調は大丈夫なの？　めちゃくちゃ顔色悪かったけど」 
 
    　さっきまでは、目が死んでたし、顔色が終わってたし。俺達と話していると、だいぶ改善されて来たみたいだけど。まあ、ちょっと話をそらしたんだけど。 
 
    「新しく入った会社が……ちょっとブラック気味で激務だったから、貧血起こして倒れちゃって……、そしたら、定時で早引きして良いって……」 
 
    「定時で早引き」とは？　たった一カ月でこんなになるなんて分かり易いブラックでは⁉　恭子さんブラックを引くなぁ。 
 
    「まだ三か月ごとに契約更新の契約社員だし、休むことができなくて……トイレに行く暇もなくて……募集広告には、アットホームで笑顔が絶えない職場ですって書いてあったのに……」 
 
    明らかにダメだろ、それ。俺（高校生）でも分かるわ。 
 
    「恭子……そんな会社辞めてしまいなさい」 
 
    「でも、アラサー女の働ける会社なんて……」 
 
    　恭子さんは、花音（高校生）に何を相談しているのか。 
 
    「家はどうなっているの？」 
 
    「家？　マンションは引き払ったし、実家のお母さんのところにお世話になってる感じね」 
 
    「実家でお世話？」 
 
    「あ、うちは私が家を出た後、お母さんが引っ越して田舎に小さいところを借りたから……」 
 
    　お父さんの話は出ないってことは、何か事情があるのかもしれない。 
 
    「早くお金を貯めて家を出ないと、家が狭いのでお母さんの負担が……」 
 
    「はーーー。まったくもう、私が仕事を紹介してあげるから。住み込みの」 
 
    　花音が変なことを言った。仕事紹介までできるの⁉　この美少女は⁉ 
 
    「す～み～こ～み～？」 
 
    「あら、嫌そうね。一日三食ご飯を作れば、あとは掃除や洗濯は適当でいいわ」 
 
    「それは仕事なの⁉」 
 
    「給料は月１０万円だけど、住処すみかと食事があるわ。８畳の洋室が自由に使えるの。お風呂とトイレは家主と共用よ」 
 
    「え？『食』と『住』が付いてて１０万円⁉　美味しいかも」 
 
    「あと、美少女が一人付いてるわ」 
 
    「もしかして、それって……」 
 
    「そ、うちの家なんだけど、私、美味しいごはんが食べたいわ」 
 
    「でも、ご両親がいらっしゃるでしょ？」 
 
    「ん？　私は一人暮らしだけど？」 
 
    　いたよ！　高校生で一人暮らし！　こいつ絶対主人公だろ！ 
 
    「春には、将尚も転がり込んでくる予定よ」 
 
    「「そうなの⁉」」 
 
    　また俺と恭子さんがハモった。そんな話は聞いたことがない。完全に初耳だ。そもそも花音が一人暮らしだという事も初めて知った。 
 
    「同じ大学でキャンパスライフでキャッキャウフフよ。カノジョの家に入り浸るに決まっているわ」 
 
    　俺はどんなキャラなんだ……そういえば、花音もカノジョ宣言してた。俺は否定していないし、肯定してしまったのだろうか。父さんも母さんも琴乃も花音のこと気に入ってたし……あぁ……抵抗勢力がいない！ 
 
    「うわ……楽しそう……そして、ジェラシー」 
 
    「いっそのこと、恭子も受験してみたら？　大学」 
 
    「え～、お金が……」 
 
    「給料天引きでいいなら貸してもいいわよ？」 
 
    「え⁉……でも、アラサーだし……いや、ちょっと……」 
 
    　真剣に考えてる⁉ 
 
    　恭子さんは、実年齢より若く見えるし、化粧でケバい現役生より若く見えるかも……三人で一緒の大学生活とか夢がありすぎる。今すぐ大学に行きたくなる。 
 
    「まあ、それは追々でいいわ。今の会社辞めて家に来ない？　ホワイトは保障するわよ」 
 
    「行く！　ホワイト万歳！」 
 
    　花音が恭子さんを雇ってしまった。そのお金はどこから出てくるのか…… 
 
    　なんか微妙なバランスで、絶妙なバランスの三人。一人が欠けてもうまくいかない。 
 
    　明日、学校に行ったら、きっと花音は健郎＆明日香+委員長に俺達がもう一度付き合い始めた事を言うだろう。いや、言わなくても何らかの方法で伝えるだろう。その時のあいつらのニヨニヨ顔が目に浮かぶ。委員長も花音と付き合っていると言えば、満足してくれるのかもしれない。二股……というか、三人で付き合っているとは夢にも思わないだろうけど。 
 
    　この変な関係は、ずっと続くのだろうか。色々問題は起こりそうだ。それでも、三人で話し合って乗り越えていくのだろう。いつかの明晰夢のように。これは、美人でエロくて巨乳なお姉さんとクールビューティで最強チートな美少女「元」元カノで「現」今カノと普通のＤＫ（男子高校生）の物語。 
 
      
 
    ―――その物語は、今始まったのだ。 
 
      
 
    「ねえ、ところで、恭子はさっき抱きしめられていたけど、私にはご褒美的なものはないのかしら？　例えば、頭を撫でるとか……」 
 
    早速、前途多難そうだ。 
 
    ＊＊＊ 
 
    その日の夜、俺は夢を見た。輝く太陽の下、レンガ敷きの通路を歩いている。見たことがないところなのに、ここが大学のキャンバスだと俺は知っている。あぁ、また明晰夢めいせきむかよ。 
 
    例によって俺の意思に関係なく、俺は中庭に向かって歩いていた。そこには烏合の集団のような人の塊がある。俺の苦手な人数。その集団の先頭は一人の女子大学生、そう、花音だ。大学生の花音は、少し大人びて一段と綺麗になっていた。可愛いだけじゃなくて綺麗。もう、チート過ぎるだろ。 
 
    色々なヤツに誘われたり、プレゼントを渡されたりしているが、俺と目が合うと全てを袖にしてこちらに歩いてきた。周囲のやつらのガッカリする顔。すまん、としか言いようがない。 
 
    「遅かったわね。改めて将尚、どうして工学部なんて選んだの？　私と同じ学部にしておけば授業も全部同じだったのに」 
 
    「俺は法学部とか向いてないんだよ。お前こそ弁護士にでもなるつもりか⁉」 
 
    「六法全書を丸暗記したらいいんでしょ？　楽じゃない」 
 
    「常人にはできねーよ、それ。お前が弁護士とかなったら相手が可愛そうだ」 
 
    「嫌よ、弁護士なんて忙しそうだし。私は脳みそだけで稼いで生きていくわ」 
 
    「はーーー、それこそ普通のヤツにはできねーよ。それより、何だよあの取り巻きは。いつもより多くないか⁉」 
 
    「さあ、知らないわ。この間の学際のミスコンで優勝したからじゃない？　どこに行くにも付いてきて困ってるわ。将尚、しばらく私の横にいなさいよ」 
 
    「だから、俺とお前の授業は別なんだって」 
 
    そこにまた新しい集団が出現した。新勢力の花音のファンか⁉　いや、こっちは違う方だった。 
 
    「カツくーーーーーん！　お待たせーーーーー！　お弁当持って来たよーーーーー！」 
 
    大きな声を上げて走ってくるのは恭子さん。こちらも集団を振り切った。こちらもすまんとしか…… 
 
    「カツくんお待たせ！　あ、花音ちゃんも」 
 
    　俺達三人は中庭のベンチに腰かけた。例によって俺が真ん中だ。 
 
    「恭子さんも集団連れて歩いてるの？」 
 
    「経済学部はいま合コンブームなのよ。誘われて誘われて。カツくん、どう？　ジェラシー？　ジェラったかな？」 
 
    嬉しそうにニヨニヨしながら俺の顔を覗き込んでくる。ヤキモチ妬かせるためにこの集団を連れて来たんだろうなぁ。 
 
    「ジェラったジェラった」 
 
    夢の中の俺は呆れ顔で答えていた。 
 
    「ミスコンで優勝した『みんなの花音ちゃん』は、置いといて二人でお弁当食べましょう♪」 
 
    恭子さんミスコンで負けたのかな？ 
 
    「恭子はずっと将尚に抱き付いてたから負けるのよ」 
 
    三人でベンチに並んで仲良く弁当を食べる俺たち。恭子さんが作ってくれているみたい。 
 
    「それにしても、周囲から大注目されてて俺弁当食べにくいんだけど」 
 
    「しょうがないでしょ？　いつも三人でいるから、私か恭子かがいずれ振られて余ると思われてるみたいよ？」 
 
    「それであんなに集まってるのかよ⁉」 
 
    「これは、もうイチャイチャを見せつけるしかないわね！」 
 
    「やめれ！　俺が刺されるわ！」 
 
    そうは言っても抱き着いてくる恭子さん、逆方向では静かに手を繋いでいる花音。しかも、恋人つなぎ。何だこの幸せ過ぎる時間は。 
 
      
 
    『チリーン』 
 
      
 
    「あ、将尚、そろそろ起きなくていいの？　今日は学校を休んで恭子の引っ越しを手伝うんでしょ？」 
 
    え⁉　何⁉　またこのパターンなの⁉　きっと、目が覚めたら翌朝で、俺は恭子さんの引っ越しを手伝って花音の家に荷物を運びこむのだろう。俺の明晰夢は、起きたら忘れてしまうのかもしれないけど、この光景は数か月後には現実のものになっているような気がしてならないのだった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
      
 
      
 
    人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがやきもち妬き始めた　 
 
    END 
 
    

  

 
  
    
 
    あとがき 
 
    　こんにちは、猫カレーฅ ^•ω•^ ฅです。ついに、「人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがやきもち妬き始めた」が完結しました。これも偏ひとえに本を買ってくださったあなたのお陰です！　私にとって初めての長編のkindle化だったので、知らないこともたくさんあり、すごく勉強になりました。次の本にも活かしたいと思います。 
 
    　この物語は、WEB版の時から「クリフハンガー」なのです。作中にも出てきましたが、クリフハンガーとは、鬼気迫る場面の事なのですが、映画などでは結末まで示さずに終了させる手法とのこと。こんなカッコイイのを知ってしまったらすぐに使いたい！　だけど、ハッピーエンドにしたいという矛盾から将尚は明晰夢を見ることになったのです。それは現実のものになるのか、はたまた単なる理想なのか、それはあなた次第なのです。つまり、あなた次第で真の結末が決まるという訳です。あなたの思うエンディングはどうなっていますか？　ぜひ、教えてください。巻末にメールアドレスなど連絡先を記載していますので気軽に感想をお寄せください。もちろん、amazonでの評価の欄に記載いただいても構いません。 
 
    　内容の部分としては、やはり花音が印象に残っています。プロット段階では負けヒロインで中盤以降消えていく存在の予定だったのですが、結局存在感をどんどん増していく結果になりました。恭子さんと将尚のありきたりなハッピーエンドの物語をぶち壊して、他にない特別なお話に昇華させてくれました。彼女がコントロールしていたのは各登場人物だけではなく、作者である私まで含まれていたのかもしれません。 
 
    　書きたいことは尽きないのですが、それはあとがきではなく次の作品にしたいと思います。次の作品でもあとがきでお会いできることを祈っています。 
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